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建 設 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成１８年１０月１８日（水）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　　午後　３時３６分　散会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長� 山本靖一 � 副委員長� 木村勝彦 � 委　　員� 原田　平

委　　員� 本保加津枝 � 委　　員� 野原　修 �

１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

市　長　森山一正�

都市整備部長　岩田延弘� 同部次長兼都市計画課長　粟屋保英

同部参事兼建築指導課長　中谷久夫　　同部参事兼建築住宅課長　長野俊郎

都市計画課参事　新留清志� まちづくり支援課長　土井正治　　同課参事　鬼追弘臣

建築指導課参事　大田博和� 建築住宅課参事　林　弘一

土木下水道部長　山脇　智� 同部次長兼下水道管理課長　宮川茂行

同部参事兼公園みどり課長　野畑一雄　　同部参事兼道路課長　藤井義己

同部参事兼交通対策課長　水田和男　　公園みどり課参事　勝　松男

道路課参事　堀　和夫� 下水道業務課長　石川裕司

下水道管理課参事　山口　繁　　同課参事　渡場修一　　下水道整備課長　渡辺勝彦

水道部次長兼総務課長　乾　富治

１．出席した議会事務局職員

事務局長　岸本文夫� 同局書記　湯原正治

１．審査案件（審査順）

認定第１号　平成１７年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分

認定第６号　平成１７年度摂津市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定の件

認定第２号　平成１７年度摂津市水道事業会計決算認定の件
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（午前１０時　開会）

○山本靖一委員長　おはようございます。

　ただいまから建設常任委員会を開会し

ます。

　理事者からごあいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。開会

に当たり、一言ごあいさつ申し上げます。

　本日は、お忙しい中、常任委員会をお

もちいただきまして大変ありがとうござ

います。

　本日の案件は、平成１７年度摂津市一

般会計の歳入歳出決算認定の件所管分ほ

か２件についてご審査をいただくわけで

ございますが、どうかご認定賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。

　私は、一たん退席をさせていただきま

すけれども、在庁いたしておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。あり

がとうございました。

○山本靖一委員長　あいさつが終わりま

した。

　本日の委員会記録署名委員は、木村委

員を指名します。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しています案のとおり行うことに異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　異議なしと認め、そ

のように決定します。

　暫時休憩いたします。

（午前１０時１分　休憩）

（午前１０時２分　再開）

○山本靖一委員長　再開いたします。

　認定第１号所管分の審査を行います。

補足説明を求めます。山脇土木下水道部

長。

○山脇土木下水道部長　それでは、認定

第１号、平成１７年度摂津市一般会計歳

入歳出決算のうち、土木下水道部にかか

わる部分につきまして、目を追って主な

ものについて補足説明させていただきま

す。

　まず歳入でございますが、決算書３４

ページをお開き願います。

　款１３、使用料及び手数料、項１、使

用料、目３、衛生使用料、節３、クリー

ンセンター使用料は、関西電力の電柱等

の使用料でございます。

　目４、土木使用料、節１、道路使用料

は、関西電力ほか３２件の道路占用料で

ございます。

　３６ページ、節３、公園使用料は関西

電力ほか４件の公園占用料でございます。

　節４、駐車場使用料は、千里丘第１、

第２、フォルテ摂津、摂津駅及び南摂津

駅の各自動車及び自転車駐車場の使用料

と駐車場用地使用料でございます。その

うち、駐車場用地使用料は、千里丘第１

自転車駐車場並びに正雀駅南第１自転車

駐車場敷地内の関電柱の使用料でござい

ます。

　目７、農林水産業使用料、節１、水路

敷地使用料は、大阪ガスほか２件の水路

敷地使用料でございます。

　３８ページ、項２、手数料、目１、節

１、総務手数料のうち、下から３行目の

諸証明手数料は道路幅員証明等５５件の

手数料でございます。

　目２、衛生手数料、節５、し尿処理手

数料は、し尿処理及び浄化槽汚泥処分に

係る手数料でございます。

　目３、農林水産業手数料、節２、明示

手数料は、水路敷地境界明示１５件の手

数料でございます。

　目４、土木手数料、節１、明示手数料

のうち、上から１行目、道路敷地境界等

明示９１件の手数料と、その下３行目の

公園明示１件の手数料でございます。

　５２ページ、款１５、府支出金、項３、
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委託金、目３、土木費委託金、節１、土

木管理費委託金は、大阪府からの河川環

境整備工事委託金と鶴野橋外ポンプ管理

委託金並びに自転車等移動保管業務委託

金でございます。

　５４ページ、款１７、寄附金、項１、

目１、節１、寄附金は、上から３行目の

緑化事業寄附金で２件の寄附を受けたも

のでございます。

　５６ページ、款１８、繰入金、項２、

基金繰入金、目５、節１、緑化基金繰入

金では、緑化基金からの繰入金でござい

ます。

　６４ページ、款１９、諸収入、項４、

目１、雑入、節１、雑収入で当部に関係

いたしますのは、下から４行目の公園み

どり課、みどりの募金に係る助成金と、

その下、道路課、路上放棄車処理協力金

と、その下、交通対策課、自転車等移動

保管料と、その下、自転車等鉄屑処分金

でございます。

　６６ページ、上から１行目、下水道整

備課、踏荒し整地料と、その下、下水道

管理課、土地鑑定手数料負担金でござい

ます。

　７０ページ、款１９、諸収入、項４、

雑入、目２、弁償金、節１、市施設等損

害弁償金は、訴訟判決に伴う損害賠償金

等でございます。

　続きまして、歳出についてご説明申し

上げます。

　事務報告書につきましては、公園みど

り課は２０５ページから、道路課は２１

３ページから、交通対策課は２２５ペー

ジから、下水道業務課は２３７ページか

ら、下水道管理課は２４３ページから、

下水道整備課は２５５ページから記載い

たしておりますので、あわせてご参照賜

りますようお願い申し上げます。

　１５８ページ、款４、衛生費、項２、

清掃費、目１、清掃総務費、節７、賃金

では、下水道業務課のし尿及び浄化槽汚

泥に関する事務処理に従事するアルバイ

ト賃金でございます。

　１６０ページ、目３、し尿処理費につ

きましては、その執行率９１．７％でご

ざいます。詳細につきましては、決算概

要の９２ページから９３ページに記載い

たしておりますので、あわせてご参照願

います。

　主な内容といたしましては、節７、賃

金ではクリーンセンターにおいてし尿等

の前処理業務に従事するアルバイトの賃

金でございます。

　節１１、需用費では、クリーンセンター

の維持に係る消耗品費や修繕料等でござ

います。

　１６２ページ、節１３、委託料では、

し尿収集運搬委託料ほかクリーンセンター

の諸施設に係る委託料でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金は、

吹田市に対する正雀終末処理施設の維持

管理負担金及び整備負担金でございます。

　節２２、補償、補填及び賠償金は、し

尿くみ取りから公共下水道への切りかえ

に伴うし尿くみ取り業者への補償金でご

ざいます。

　続きまして、１６８ページ、款５、農

林水産業費、項１、農業費、目１、農業

水路費につきましては、その執行率９９．

１％でございます。詳細につきましては、

決算概要の９７ページから９８ページに

記載いたしておりますので、あわせてご

参照願います。

　その主な内容といたしましては、節７、

賃金で水路やポンプ場の管理及びしゅん

せつ等に係る賃金でございます。

　１７０ページ、節１３、委託料では河

原樋及び五久樋ポンプ場の維持管理業務

委託料でございます。
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　節１５、工事請負費では、立合水路改

良工事でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金では、

河原樋水路事業外３事業の償還金負担金

と神安土地改良区負担金等でございます。

　１７４ページ、款７、土木費、項１、

土木管理費、目１、土木総務費につきま

しては、執行率９６．５％でございます。

詳細につきましては、決算概要の１０１

ページから１０３ページに記載いたして

おりますので、あわせてご参照願います。

　その主な内容といたしましては、１７

６ページ、節１３、委託料では、土木維

持作業業務に係る委託料と節１６、原材

料費では、土木維持作業に係る縞鋼板等

の補修用材料費でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金では、

日本道路協会負担金外２件と、節２８、

繰出金では公共下水道事業特別会計に対

する繰出金でございます。

　目２、交通対策費につきましては、執

行率９９．１％で、詳細につきましては

決算概要の１０３ページから１０６ペー

ジに記載いたしておりますので、あわせ

てご参照願います。

　その主な内容といたしましては、節１

１、需用費では、フォルテ摂津自動車駐

車場等の光熱水費とカーブミラーの修繕

料等でございます。

　１７８ページ、節１３、委託料では、

交通指導業務委託料外９件でございます。

　節１４、使用料及び賃借料では、ＪＲ

西日本旅客鉄道株式会社より借地いたし

ております千里丘第２自転車駐車場ほか

３件の土地借上料でございます。

　節１５、工事請負費では、交通安全対

策工事としまして、道路課では道路反射

鏡設置工事で、交通対策課では路面標示

設置工事外１件でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金で、

その主なものは市内循環バス運行補助金

とフォルテ摂津自動車駐車場のフォルテ

摂津管理組合に対する共益費等でござい

ます。

　項２、道路橋りょう費、目１、道路橋

りょう総務費では、その執行率は９３．

７％でございます。詳細につきましては、

決算概要の１０６ページから１０７ペー

ジに記載いたしておりますので、あわせ

てご参照願います。

　その主な内容といたしましては、１８

０ページ、節１３、委託料では、道路境

界査定委託料と駅前広場管理委託料及び

モノレール駅前広場管理委託料等でござ

います。

　節１４、使用料及び賃借料では、法定

外公共物譲与特定作業に伴うＯＡ機器及

びソフトのレンタル料等でございます。

　目２、道路維持費につきましては、そ

の執行率９８．４％でございます。詳細

につきましては、決算概要の１０７ペー

ジから１０８ページに記載いたしており

ますので、あわせてご参照願います。

　その主な内容といたしましては、節１

１、需用費の修繕料では、道路の維持補

修を行ったものでございます。

　節１３、委託料では、街路樹剪定委託

業務外２件でございます。

　節１５、工事請負費では、新在家鳥飼

中線外５路線の維持工事でございます。

　目３、道路新設改良費につきましては、

その執行率９８．５％でございます。詳

細につきましては、決算概要の１０８ペー

ジに記載いたしておりますので、あわせ

てご参照願います。

　その主な内容といたしましては、節１

５、工事請負費で一津屋５号線道路改良

工事等でございます。

　目４、交通安全対策費につきましては、

その執行率９５．７％でございます。詳
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細につきましては、決算概要の１０８ペー

ジから１０９ページに記載いたしており

ますので、あわせてご参照願います。

　その主な内容といたしましては、１８

２ページ、節１５、工事請負費では、鳥

飼本町８３号線歩道改良工事外５件の交

通安全対策工事でございます。

　続きまして、同ページ、項３、水路費、

目１、排水路費につきましては、その執

行率９０．２％でございます。詳細につ

きましては、決算概要の１０９ページ、

１１０ページに記載いたしておりますの

で、あわせてご参照願います。

　その主な内容といたしましては、１８

２ページ、節１１、需用費では、水路ポ

ンプ施設に係る光熱水費、及び修繕料な

どでございます。

　節１３、委託料では、味生排水機場ほ

か市内各ポンプ場の設備保守点検委託や

排水管及び水路しゅんせつ委託業務など

でございます。

　１８４ページ、節１５、工事請負費で

は、樋之先水路ネットフェンス設置工事

外４件でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金は、

番田水門内水対策事業に係る負担金でご

ざいます。

　項４、都市計画費、目１、都市計画総

務費のうち、当部に関係いたします主な

ものは、節１、報酬のうち、緑化推進嘱

託員報酬と、節７、賃金の緑化推進員賃

金でございます。

　１８８ページ、節１９、負担金、補助

及び交付金では、１８９ページ、上から

６行目の大阪府都市緑化協会負担金、そ

の下、日本公園緑地協会負担金、その下、

大阪都市公園協議会負担金で、公園に関

係いたします負担金でございます。

　節２５、積立金は、緑化基金積立金で

ございます。詳細につきましては、決算

概要の１１３ページに記載をいたしてお

りますので、あわせてご参照願います。

　１９０ページ、目３、緑化推進費につ

きましては、その執行率８９．９％でご

ざいます。詳細につきましては、決算概

要の１１４ページ、１１５ページに記載

いたしておりますので、あわせてご参照

願います。

　その主な内容といたしましては、節１

４、使用料及び賃借料では、千里丘西駅

前などの草花借上料でございます。

　節１５、工事請負費では、鶴野苗圃作

業場天蓋設置工事外１件の工事でござい

ます。

　節１６、原材料費では、花いっぱい活

動に対する助成いたします原材料購入及

び市内花壇等の育苗用の堆肥や花苗、花

の種などの原材料や誕生記念植樹の樹木

等の購入でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金は、

摂津市緑化推進連絡会の活動に対する補

助金でございます。

　目４、公園管理費につきましては、そ

の執行率９８．５％でございます。詳細

につきましては、決算概要の１１５ペー

ジ、１１６ページに記載いたしておりま

すので、あわせてご参照願います。

　その主な内容といたしましては、節１

１、需用費で市内公園の電気代並びに水

道料金、公園施設の修繕等を行ったもの

でございます。

　節１３、委託料では、公園等の除草清

掃業務及び、ごみ収集業務、樹木剪定な

どの管理業務と大正川、安威川ジョギン

グロードの台帳作成業務委託を行ったも

のでございます。

　節１５、工事請負費では、公園施設整

備工事外２件及び遊具の取替工事でござ

います。

　次に、１９２ページ、節１６、原材料
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費では、公園の維持管理に係る補植用の

樹木、砂場の砂、鉄板蓋や塗料等の補修

用材料費でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金では、

市内８８か所のちびっこ広場を管理して

いただいている６８の団体の対する管理

補助金でございます。

　目５、都市公園事業費につきましては、

その執行率９９．５％でございます。詳

細につきましては、決算概要の１１６ペー

ジに記載をいたしておりますので、あわ

せてご参照願います。

　その内容といたしましては、節１９、

負担金、補助及び交付金で、安威川ふれ

あいづつみ鶴野地区整備事業に伴います

鶴野水路事業償還金負担金でございます。

　次に、２０２ページ、款８、消防費、

項１、消防費、目３、水防費につきまし

ては、執行率９９．４％でございます。

詳細につきましては、決算概要の１２３

ページに記載いたしておりますので、あ

わせてご参照願います。

　主な内容といたしましては、２０４ペー

ジ、節１６、原材料費では水防資材の備

蓄を図っております。

　節１９、負担金、補助及び交付金は、

淀川右岸水防事務組合及び安威川ダムの

建設に伴う水源地対策特別措置法第１２

条に基づく負担金等でございます。

　以上、土木下水道部にかかわります平

成１７年度一般会計歳入歳出決算につい

ての補足説明とさせていただきます。

○山本靖一委員長　岩田都市整備部長。

○岩田都市整備部長　認定第１号、平成

１７年度摂津市一般会計歳入歳出決算の

うち、都市整備部における内容につきま

して、目を追って主なものについて補足

説明させていただきます。

　まず、歳入でございますが、３４ペー

ジをお開き願います。

　款１３、使用料及び手数料、項１、使

用料、目４、土木使用料、節２、公営住

宅使用料は、市営住宅使用料及び市営住

宅用地使用料でございます。

　３８ページ、項２、手数料、目４、土

木手数料、節１、明示手数料のうち、都

市計画道路敷地境界明示手数料でござい

ます。

　節２、優良宅地等認定手数料は、租税

特別措置法に基づく優良宅地等の認定事

務手数料でございますが、１７年度は申

請件数がなかったものでございます。

　節３、都市計画手数料は、諸証明手数

料でございます。

　４２ページ、款１４、国庫支出金、項

２、国庫補助金、目２、土木費国庫補助

金、節１、住宅費補助金は、一津屋第１、

第２団地に係る公営住宅家賃対策補助金

でございます。

　４４ページ、款１５、府支出金、項１、

府負担金、目４、土木費府負担金、節１、

都市計画費負担金は、千里丘三島線道路

改良事業負担金でございます。

　５０ページ、項２、府補助金、目６、

土木費府補助金、節１、都市計画費補助

金は、土地利用規制等対策費交付金と府

景観条例事務取扱交付金でございます。

　５２ページ、項３、委託金、目３、土

木費委託金、節２、都市計画費委託金で、

その主なものは、建築基準法施行事務取

扱委託金、都市計画法施行事務取扱委託

金等でございます。

　５４ページ、款１６、財産収入、項２、

財産売払収入、目１、不動産売払収入、

節１、土地売払収入は、千里丘三島線交

差点改良事業に係る用地交換に伴います

土地売払収入でございます。

　６５ページ、款１９、諸収入、項４、

雑入、目１、雑入、節１、雑収入のうち、

下から９行目は、都市計画図売却収入で
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ございます。

　その下の建築確認申請者負担金は、指

定確認検査機関による確認申請の事務取

扱金でございます。

　その下、公共公益費用協力金は、市内

住宅開発に伴う協力金でございます。

　その下の入居者負担金は、一津屋第１、

第２団地の共同施設等の管理に係る負担

金でございます。

　その下の光熱水費等負担金は、一津屋

第１、第２団地の光通信設備等設置に伴

う電気料金でございます。

　次に、歳出でございますが、摂津市一

般会計歳入歳出決算書の１８４ページを

お開き願います。

　事務報告書につきましては、都市計画

課は１８７ページから、まちづくり支援

課は１９３ページから、建築指導課は１

９７ページから、建築住宅課は２０１ペー

ジから記載いたしておりますので、ご参

照願います。

　款７、土木費、項４、都市計画費、目

１、都市計画総務費では、執行率８７．

１％でございます。詳細につきましては、

決算概要１１１ページから記載いたして

おりますので、ご参照願います。

　１８４ページ、節１、報酬のうち、都

市計画審議会委員報酬でございます。

　１８６ページ、節１１、需用費で、そ

の主なものは印刷製本費等でございます。

　節１２、役務費は、電波障害対策施設

管理に伴う保険料でございます。

　節１３、委託料は、電波障害対策施設

等維持管理委託料及び訴訟委託料でござ

います。訴訟委託料は、ＪＲ千里丘ガー

ド拡幅支援事業の用地買収に係る行政文

書非公開決定処分取消等請求事件の応訴

に伴う弁護士費用で予備費を充当してお

ります。

　節１４、使用料及び賃借料は、電子複

写機レンタル料でございます。

　１８８ページ、節１９、負担金、補助

及び交付金で、当部に関係いたしますも

のは、大阪府都市計画協会負担金、阪急

正雀駅エレベーター設置補助金外９件で

ございます。このうち、阪急正雀駅エレ

ベーター設置補助金につきましては、２，

６２７万円を翌年度へ明許繰越を行って

おります。

　目２、街路事業費では、執行率８８．

９％でございます。詳細につきましては、

決算概要１１３ページから記載いたして

おりますのでご参照願います。

　節８、報償費は、都市景観まちづくり

要綱の施行に伴う都市景観アドバイザー

委員会委員に対する委員報酬等でござい

ます。

　節１１、需用費で、その主なものは印

刷製本費等でございます。

　節１２、役務費は、千里丘三島線道路

改良事業に伴う土地鑑定手数料等でござ

います。このうち、千里丘三島線道路改

良事業に伴う土地鑑定手数料等につきま

しては、３５万円を翌年度へ明許繰越を

行っております。

　節１３、委託料は、裁決申請書類作成

委託料等でございます。

　１９０ページ、節１５、工事請負費は、

千里丘三島線の道路改良工事でございま

す。

　節１７、公有財産購入費は、千里丘三

島線道路改良事業に伴う土地購入費でご

ざいます。千里丘三島線道路改良事業に

伴う土地購入費につきましては、４５０

万円を翌年度へ明許繰越を行っておりま

す。

　節２２、補償、補填及び賠償金は、千

里丘三島線交差点改良事業等に伴う工作

物移転補償でございます。このうち、千

里丘三島線道路改良事業に伴う工作物移
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転補償につきましては、２００万円を翌

年度へ明許繰越を行っております。

　１９２ページ、項５、住宅費、目１、

住宅管理費では、執行率９９．１％でご

ざいます。詳細につきましては、決算概

要１１７ページから記載いたしておりま

すので、ご参照を願います。

　節１、報酬は住宅管理人報酬でござい

ます。

　節１１、需用費で、その主なものは市

営住宅の修繕料等でございます。そのう

ち、鯵生野第２団地の浄化槽修繕で予備

費を充当しております。

　１９４ページ、節１２、役務費で、そ

の主なものは、一津屋、鯵生野団地の簡

易専用水道の定期検査に係る手数料等で

ございます。

　節１３、委託料は、緊急通報設備管理

委託料外７件でございます。

　節１４、使用料及び賃借料は、一津屋

第１、第２団地の自動通報装置システム

借上料でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金は、

大阪府住宅まちづくり推進協議会の負担

金でございます。

　節２５、積立金は、市営住宅整備基金

の積立金でございます。

　以上、決算内容の補足説明とさせてい

ただきます。　

○山本靖一委員長　説明が終わり、質疑

に入ります。野原委員。

○野原委員　おはようございます。それ

では、質問させていただきます。

　まず１点、決算書の３５ページ、款１

３、使用料及び手数料、項１、使用料、

目４、土木使用料、節２、公営住宅使用

料に関しまして、市営住宅使用料の収入

未済額について、平成１６年度に比較し

てふえているのですが、これはどういっ

た考えであるかお聞かせください。

　２番目、決算書５４ページ、款１７、

寄附金、項１、寄附金、目１、寄附金、

節１、寄附金、緑化事業寄附金とは、ど

のような内容かお聞かせいただきたいと

思います。

　３番目、６５ページ、款１９、諸収入、

項４、雑入、目１、雑入、節１、雑収入、

公共公益費用協力金、これは多分、平成

１８年度からなくなってると思うんです

けど、この辺のことをお聞かせいただき

たいと思います。

　４番目、６５ページ、款１９、諸収入、

項４、雑入、目１、雑入、節１、雑収入、

路上放棄車処理協力金、これも１６年度

より本年度は少なくなっております。こ

れも理由をお聞かせいただきたいと思い

ます。

　５番目、６５ページ、款１９、諸収入、

項１、雑入、目１、雑入、節１、雑収入、

自転車等鉄屑処分金について、お聞かせ

いただきたいと思います。

　６番目、決算書１６３ページ、款４、

衛生費、項２、清掃費、目３、し尿処理

費、節１３、委託料、し尿収集運搬委託

料、それと同じく款４、衛生費、項２、

清掃費、目３、し尿処理費、節２２、補

償、補填及び賠償金の補償金に対して、

これもお聞かせいただきたいと思います。

　７番目、１７７ページ、款７、土木費、

項１、土木管理費、目２、交通対策費、

節１１、需用費の修繕料、道路課分に関

してご説明をお願いしたいと思います。

　８番目、１７９ページ、款７、土木費、

項１、土木管理費、目２、交通対策費、

節１３、委託料、交通指導業務委託料、

これについてお聞かせいただきたいと思

います。

　９番目、１７９ページ、款７、土木費、

項１、土木管理費、目２、交通対策費、

節１３、委託料、放置自転車等移動委託
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料に関してお聞かせいただきたいと思い

ます。これは、フォルテ摂津周辺の１０

時以降の撤去が今までできなかったとお

聞きしてるんですけど、これはラックが

できてどのように変わっているかという

状況をお聞かせいただきたいと思います。

　１０番目、決算１７９ページ、款７、

土木費、項１、土木管理費、目２、交通

対策費、節１９、負担金、補助及び交付

金、市内循環バス運行補助金につきまし

て、ルート変更がなされるということを

聞いてるんですけど、その辺の内容をお

聞かせいただきたいと思います。

　１１番目、１８１ページ、款７、土木

費、項２、道路橋りょう費、目１、道路

橋りょう総務費、節１３、委託料、管理

台帳作成委託料に関しましてお聞きした

いと思います。

　１２番目、１８１ページ、款７、土木

費、項２、道路橋りょう費、目２、道路

維持費、節１３、委託料、昨年、大正川

ジョギングロードという項目が入ってい

たんですけど、本年度に入っていないそ

の理由というのか、わけを教えていただ

きたいと思います。

　１３番目、１９３ページ、款７、土木

費、項５、住宅費、目１、住宅管理費、

節１、報酬、住宅管理人報酬についてお

聞かせください。

　１４番目、決算概要１１２ページの建

築設計監督事業の関連として、平成１６

年度で実施された市有建築物保全・調査

事業について、その後の活用はどのよう

にされているのかお聞かせいただきたい

と思います。

　１５番目、決算書の１９１ページ、款

７、土木費、項４、都市計画費、目４、

公園管理費の委託料に関しまして、公園

等砂場消毒清掃委託料が昨年と比べて、

かなり減っております。事業報告書の方

でも都市公園の箇所とちびっこ公園の箇

所は同じ数であるが、これが減っている

わけをお聞かせいただきたいと思います。

　１６番目、事務報告書、２５４ページ

の土木維持作業の依頼者別集計でその中

に、項目の中に市会議員という項目があ

るんですが、これはどういう意味がある

のかお聞かせいただきたいと思います。

以上です。

○山本靖一委員長　長野都市整備部参事。

○長野都市整備部参事　まず１点目の、

決算書３５ページの公営住宅の家賃、使

用料、この件についてご答弁をさせてい

ただきます。

　確かに、ご指摘のとおり平成１６年度

の収入未済額は７件で５３６万４，３０

０円となっておりました。現在、今年度

の決算では１０件で５７９万３，６００

円となっております。その後、９月末現

在では８１万９，３００円が納付されま

して、現在は４９７万４，３００円の滞

納となっております。厳しい財政状況の

中で、いかにして徴収率、収納率を向上

させるかは重要な課題であると考えてお

り、今後も督促や臨戸訪問により、でき

る限り収納率の向上に努めてまいります

ので、ご理解賜りますようお願い申し上

げます。

　次に１３番目、住宅管理人の報酬につ

きましてご答弁申し上げます。

　ご質問の住宅管理人につきましては、

本市の摂津市営住宅条例第２３条に定め

に基づき委嘱しているものでございます。

　市営住宅は７団地でございますが、住

宅戸数の多い一津屋第２団地は、東棟、

西棟に分けまして合計８人に委嘱してお

ります。毎月の家賃の納付書の配布や、

本市との連絡事務が主な業務となってお

ります。

　報酬につきましては、特別職の職員で
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非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の別表に基づき、住宅管理人年額

３万円の報酬額となり、合計２４万円と

なっております。

　もう１点、１４点目の建築設計監督事

業ということで、１６年度で確か市有建

築物の調査事業として、委員ご指摘のと

おり９９７万５，０００円の事業費で緊

急地域雇用創出特別基金事業補助１０分

の１０の補助を受け、実施したものでご

ざいます。

　そのときの作業としましては、具体的

な本市の小・中学校などの教育施設や、

保育所など保健福祉施設、こういったも

ので市有建築物の１１９施設、棟数では

１８６棟を劣化調査したものでございま

す。

　その後の活用ということでありますが、

これらの調査結果は平成１７年度におき

まして各施設管理者にお渡しするととも

に、「施設管理者のための施設点検の手

引き」という冊子も同じようにお渡しし

ております。

　また、配置図とか、平面図などの図面

も電子データとしていただいております

ので、私どもの営繕の設計業務などに既

に活用しているところでございます。今

後は、この調査結果をもとに防水や外壁

の塗りかえ、また各種施設の更新など現

在の事後保全から予防保全に取り組むべ

きとは考えておりますが、現在の本市が

置かれている厳しい財政状況の中では、

なかなか予防保全に至っていないのが現

状であります。ご理解願います。

○山本靖一委員長　石川下水道業務課長。

○石川下水道業務課長　質問番号の６番

目、し尿収集運搬委託料の件でございま

すけども、平成１７年度については市内

の約９００軒のし尿くみ取り世帯のくみ

取り、並びに臨時分の収集を行っており

まして、現在３台で収集運搬をしており

ます。月曜日から土曜日で月２回の収集

ということで、その収集に必要な経費を

委託料として計上しております。

　あわせて補償、補てんの補償費の内容

ということでございますけども、今現在、

し尿業者に対しましては、合特法の趣旨

を尊重した協定書に基づきまして、金銭

補償と代替業務を提供しております。金

銭補償については、し尿くみ取り世帯か

ら下水の整備によって公共下水に切りか

わった世帯に対して、１軒当たり２万４，

１３０円の単価を乗じて補償しておりま

す。代替業務につきましては、自転車移

動、これは交通対策課の方から委託され

ているものでございます。さらに、公園

ごみの収集、これについては公園みどり

課の方から委託しております。

　さらに、死獣処理、こちらは健康推進

課の方が委託しておるものでございます

けども、この３つの業務を代替業務とし

て提供しておるところでございます。

○山本靖一委員長　水田土木下水道部参

事。

○水田土木下水道部参事　決算書の６５

ページ、質問番号５番の鉄屑処分金につ

いてでございます。２８万７，１９４円

の内訳としましては、自転車２，２３３

台、バイクが１５台の鉄屑処分金となっ

ております。

　それから、決算書１７９ページの質問

番号８番、交通指導業務委託料の内容と

いうことでございますが、１７年度にお

きましては千里丘東側の部分の４路線。

それから、千里丘西側の６路線、正雀の

７路線を交通指導員が指導に回っており

ます。

　千里丘東側につきましては、週約２日

で２名で配置しております。それから、

西側につきましては週約１日で１名。そ
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れから、正雀におきましても同じく週約

１日で１名の配置で行っております。

　それと、鳥飼地区におきましては広報

車で違法駐車の広報活動を行っておると

ころでございます。

　それから、同じく質問番号９番の放置

自転車等移動委託料の内容と、それから

フォルテ摂津周辺の１０時以降の移動保

管方法と、それからラックを設置したこ

とによってどういう状況になったかとい

うご質問でございますけれども、まず放

置自転車の移動保管委託といたしまして

は、年間１４５回の移動保管を行ってお

ります。これは、木本興産がトラック１

台で移動保管を行っております。運転手

１名、作業員２名の計３名で駅周辺の放

置自転車の撤去を行っているところでご

ざいます。

　それから、１０時以降、当初はフォル

テ摂津周辺の放置自転車につきましては、

フォルテの商人会等の約束ごとといいま

すか、その内容で１０時以降は撤去しな

かったという状況でございますけれども、

今回、ご存じのようにフォルテ周辺の歩

道上に駐輪ラックを設置しております。

これが買い物客と通勤客との区別をする

ために対策として行ったわけでございま

すけれども、今後、そういうラックがで

きたことによりまして、１０時以降も移

動保管が可能というふうに考えておりま

すが、今現在、９月２１日からラックの

オープンをいたしております。現状とい

たしましては、ラック周辺におきまして

は現在、放置自転車は見受けられません。

当面、未設置のところに現在放棄車両が

されてるという状況でございますので、

その辺もあわせもって昼からの移動も可

能かどうか、今、整備を行っているとこ

ろでございます。

　それから、ラックの設置後の状況、先

ほど申しましたように、ラックを設置し

たことによりまして、現在その放置車両

は未設置のところへ流れていると。特に

ＪＲの用地のところには当初に比べると

数倍放置があるということで、現在ＪＲ

ともその辺の対策について協議をしたい

ということの申し出を行っている状況で

ございます。

　それから、１０番目の市内循環バスの

新ルートの進捗でございますけれども、

かねてからずっと新ルートの運行につき

まして近鉄バス、それから道路管理者等

も協議をいたしまして新しいバス停の設

置の占用等も含めまして協議を行ってま

いりました。

　その後、今現在では整備がちゃんとで

きております。現在は近畿運輸局の方に

認可の申請を行っているところでござい

ます。今現在、認可の回答待ちというこ

とで、できますれば今年度、１１月１日

の運行に目指して今、回答を待っている

状況でございます。

○山本靖一委員長　山口下水道管理課参

事。

○山口下水道管理課参事　１６番目の質

問についてお答えさせていただきます。

　事務報告書２５４ページの土木維持作

業業務件数の下の欄の依頼者別集計で市

会議員の件数が記載されているが、どう

いう意味があるのか教えてほしいという

ことでございますが、過去の事務報告書

より統計上、記載しておりましたもので

ございまして、特に意図するものはござ

いませんので、よろしくご理解のほどを

お願いいたします。

○山本靖一委員長　大田建築指導課参事。

○大田建築指導課参事　決算書、ページ

６５の公共公益費用協力金についてご説

明させていただきます。

　協力金につきましては、平成１７年６
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月と１２月に建設常任委員協議会を開催

していただきまして、その中で公共公益

費用協力金の廃止、それに伴いまして事

務基準の一部変更ということでご承認を

いただきまして、摂津市開発基準を改正

し、平成１８年４月１日より新基準に基

づいて施行しているところでございます。

それに伴いまして、平成１８年４月１日

より協力金は徴収しておりません。

　それと、参考に各市の状況としまして、

平成１８年においては３市において、ま

だ協力金を徴収しているところでござい

ますが、１９年度と２０年度に各市にお

いては廃止を予定されているという状況

でございます。ご理解のほど、よろしく

お願いします。

○山本靖一委員長　勝公園みどり課参事。

○勝公園みどり課参事　５５ページの質

問２でありますが、緑化事業の寄附金は

どのようなものかということでございま

すが、市民の方から市に対して緑化事業

に役立ててほしいと、こういう申し入れ

があり、市の方もそれを活用させてもら

うという格好になると思いますが、平成

１７年度におきましては、２件、１０２

万円の収入があったということでありま

す。

○山本靖一委員長　野畑土木下水道部参

事。

○野畑土木下水道部参事　野原委員の１

２番目と１５番目の質問についてお答え

いたします。

　まず、１２番目、大正川、安威川ジョ

ギングロードの件でございますけれど、

平成１６年度までは一応、道路課の方で

管理をしていただきました。１７年度か

らにつきましては、この場所を都市公園

として今後、供用開始していこうという

ことで１７年度より管理は一応、私のと

ころの方の都市公園管理作業委託でもっ

て行っております。

　ちなみに１７年度に行いました大正川

の安威川ジョギングロードの費用につき

ましては４６２万１，９００円を費用と

して使わせていただいております。

　なお、今現在河川の占用につきまして

は、大阪府の方にもう書類を提出されま

して、近いうちにおりる予定でございま

す。

　それと、１５番目の公園の管理委託の

中で砂場の清掃管理業務委託でございま

すけれど、これにつきましては平成１４

年度から実際この砂場の消毒委託を行っ

ております。

　この内容は市内の公園と、ちびっこ広

場、全部で７５か所ぐらいあります。そ

れの一応清掃と消毒を行っております。

１４年度、１５年度と１６年度につきま

しては、大阪府から緊急地域雇用創出特

別基金事業補助というのをいただいてお

ります。その費用が３１６万１，０００

円をいただいておりまして、委託先につ

きましては、シルバー人材センターの方

に委託しておりまして、２班編成でもっ

て行っておりました。

　１７年度につきましては、この緊急地

域雇用創出特別基金事業補助については

一応打ち切られましたので、市の単独と

いうことで行いまして、財政的にかなり

厳しい折りの中、一応費用的には２１０

万円の費用をつけていただいたというこ

とでございます。

　内容につきましては１班２名編成で行っ

ておりまして、大体３か月に１回ぐらい

は公園の清掃と消毒を行っております。

○山本靖一委員長　堀道路課参事。

○堀道路課参事　野原委員の質問をされ

ました４番、７番、１１番にお答えさせ

ていただきます。

　まず、４番の路上放棄車処分協力金、
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平成１６年に比べて少なくなっていると、

これはなぜかという理由でございますが、

平成１６年までは路上放棄車処理協力会

の方から寄附金として処理車両１台当た

りにつき１万２，５００円の寄附金をい

ただいておりました。これが２７台分処

理を行いましたので、合計３３万７，５

００円の寄附金をいただいたということ

でございます。

　１７年度からになりますと、この１月

１日から自動車リサイクル法が施行され

まして寄附の内容も見直しがございまし

た。これは、平成１７年から市の方が放

棄自動車の処理に当たりまして、車種と

か装備部品、例えばエアバック、フロン

などが備えつけられているかどうかを調

査しまして、それぞれ個別１台１台の値

段というものが車種によって決まってお

ります。これを要求しますリサイクルセ

ンターの方に問い合わせまして、１台当

たりの処分料が、リサイクル料金が決まっ

てくるわけになります。このリサイクル

料金につきまして路上放棄車処理協力会

の方から寄附金という形で寄附を受ける

ということになりました。１７年１月１

日以前でしたら市が負担しました放棄車

両の処理費用という形で１万２，５００

円をいただいていたわけでございます。

１７年１月１日以降になりますと、その

リサイクルに見合った金額の範囲の中で

寄附金を行われるということになってお

ります。これが１７年度におきましては

１３台ございまして、リサイクル料金と

して１４万２，８５０円の寄附金を受領

したということになっております。この

ため差額が生じた、減額になったという

ことでございます。

　７番の決算書１７７ページの交通対策

費の修繕料、道路課分３４１万９，９５

４円でございますが、これは道路反射鏡

の修繕費でございます。この中には道路

反射鏡といいますのは、毎年事故とかい

う形がございまして修繕、補修という形

がどうしても必要になってきておる次第

でございます。

　この箇所につきましては、平成１７年

度で５４か所の修繕を行っております。

その補修費として３４１万９，９５４円

ということでございます。

　その次の１１番目になります管理台帳

作成委託料につきましては、事務報告書

２１９ページに簡単な事業報告を載せて

おります。これは法定外道路管理調書作

成業務委託といたしまして工事を発注し

ております。これは法定外公共物の譲与

を受けましたが、これにつきましては里

道であったり、旧内務省の用地であった

り、もと建設省の用地であったり、いろ

いろ種別がございます。まして、起点終

点や幅員、位置などが現段階では不確定

であり、実際明示の立会などを通して幅

とか終点境界とかいう形が決まっていく

のがたくさんございまして、その時点で

やっぱり把握できるものがたくさんござ

います。そういう点を重視しまして大阪

府から、この譲与を受けましたときに境

界、明示指令書などを引き継いでおりま

すので、この調査、調整作業を行いまし

て、よりよく明示等において対応できる

ように調書を作成したものでございます。

　この調書の作成の結果でございますが、

法定外公共物として譲与を受けた路線数

は３３３路線。この延長はおおよそ２２

キロということになっております。

○山本靖一委員長　野原委員。

○野原委員　ありがとうございます。

　それでは、まず市営住宅使用料の収入

未済額について、これは昨年度、原田委

員からも強く要望されて、それでなおか

つこういう事態になっているというのは
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由々しき問題であると思います。

　やはり入っておられる方は生活困窮者

で苦しいのは十分わかっておりますが、

やっぱりこれに対して、これがそういう

ことにはならないと思いますが、不納欠

損という形になればこれは税金で補うと

いう形になれば、これは税を納めておら

れる本当に市民の方に不公平感を与える

という形になりますので、これは不納欠

損という形のものが起きないような形で

今後も見つめていきたいと思いますんで、

前年、原田委員が厳しく言われたことが

反映されてないという形で、皆さん努力

されているのはよくわかるんですが、も

う一度、腹をくくり直した中で、今、摂

津市の厳しい状況の中で取り組んでいた

だきたいということを要望しておきます。

　それと、２番目の緑化事業寄附金のこ

となんですが、緑化基金についてもう少

しお聞かせいただきたいと思います。緑

化基金、１億円ほどあろうかと思うんで

すけど、本来はこれの利子で、利子運用

という形のもので考えられた部分があろ

うかと思いますが、この辺の考え方をも

う一度、お聞かせいただきたいと思いま

す。

　それと、公共公益費用協力金に関しま

してはわかりましたので結構です。

　それから、その次の路上放棄車処理協

力金に関しまして、１６年度までは１台

当たりの単価で計算されたものが本年度

よりリサイクルという形でばらばらにし

てやっていくという形で費用が少なくなっ

たというのはお聞きしました。

　それともう１点お聞きしたいのは、今

の駐車違反とはちょっと違うかもわから

ないんですけど、放置の車が多くなって

るんか、少なくなってるんか。少なくなっ

て費用も減っているのかというところを

もう一度、リサイクル費用だけで単価が

下がっていってるのかというところをも

う一度お聞かせいただきたいと思います。

　５番目の鉄屑処分金でありますが、こ

れは昨年度も質問させていただきました

が、どうしても鉄屑、これ取りに来られ

るのは５５％ですかね、後が鉄屑として

処分されるという中で、これを何とかリ

サイクルに回せないかと。回せたら１台

当たり１０５円という単価を昨年お聞き

したんですけど、これを何とか１，００

０円とか２，０００円とかいう形になれ

ば収入もふえると。そういう努力はして

もらっているとは思うんですが、その辺

のところをもう一度、お聞かせいただき

たいと思います。

　それと、６番目、し尿収集運搬委託料

でありますが、これは過去からもずっと

懸案になっておりますが、これはいつま

でこういう事業を続けていくのか。どこ

かで一度線引きをきっちりしないといけ

ないのではないかと思うんで、その辺の

考え方をお聞かせいただきたいと思いま

す。

　７番目、道路課のカーブミラーの修繕

費に関してのお答えでありましたが、過

去も聞かせていただいたんですけど、今、

カーブミラーの腐触で私の一番初めの仕

事がそれが倒れて何とかしてほしいと言

われて駆けつけたことがあります。たま

たま、それは人身事故にはならなかった

んですけど、そういう今、去年のときに

もお聞かせいただいたんですけど、やっ

ぱり犬がマーキングという形でその辺が

腐っていくと。それを塩ビにしていくと

いうような形の安全面を考慮したような、

今、取り組みをされているという形をお

聞きしておりますが、その辺のカーブミ

ラーの安全対策というのをもう一度詳し

くお聞かせいただきたいと思います。

　８番目の交通指導業務委託料に関しま
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して、過去も聞かせていただいたんです

けど、これで今、レッカー移動した車を

鳥飼中の保管場所に置くという形で、保

管場所を確保されていると。これは一応

警察からの要請でそういう場所を確保し

たという、過去の経緯はあろうかと思い

ますが、昨年度も確かゼロ件という形の

ことも聞いております。本年度は、それ

がどういう利用になっているのか。それ

と、もしそういうところを民間のタイム

ズとか、ほか月決めとか、そういう形の

駐車場として貸すことによって収益を上

げられるような方法があるのかないのか、

その辺に関してもお聞かせいただきたい

と思います。

　９番目、放置自転車移動委託料に関し

ましてお聞かせいただいたんで、今、多

分フォルテ摂津周辺に関しましてはそう

いう形で今までやってきた中で不法駐輪

という形の１０時以降、ラックができて

から撤去ができるような形になっている

というような形も検討中ということをお

聞きしました。

　それで、そのほかの場所に放置自転車

があふれるということに対しての対応も

今後考えられているという先ほどの答弁

をいただきまして、その辺は今後、今以

上にそういうあふれないような形の指導

をしていっていただきたいと思います。

　それと、このラックができた状況の中

で地下の駐輪場の利用状況、これがまだ

９月からですんで、それほど変わってる

か変わってないかわからないんですけど、

この９月から後の地下の駐輪場の利用状

況がどうなっているのかわかれば教えて

ほしいと思います。

　それと、今、千里丘東の状況の駐輪場

の駐輪ラックができた状況の中で、すご

くあの周りがきれいになったという状況

は目に見えておるんですが、この千里丘

西口の方に目を向けたときに、今は第１

駐輪場の増設に関しましては補正の方で、

今、いろんな形のもので増設というよう

なものの考え方でいろんな設計なんかも

出されてるんですが、例えば近畿大阪銀

行の前の道路ですね。今、花壇がありま

して、もう土曜・日曜・平日やっぱりそ

の見回りの方がおられない時間帯は道路

にあふれております。これは、すごく車

であそこへ一方通行で入っていくときに、

どうしても小さい子どもさんとか、お母

さんらが前の薬局とか、また自転車をと

められたら、ほんとにもう通れない状況

で、もうほんとに交通事故が起こりかけ

る現場を何度も見たことがあるんですけ

ど、あそこの花壇の部分をそういう駐輪

ラックのような状況にすることは考えら

れないのかどうか、この辺の考え方をお

聞きしたいと思います。

　１０番目、市内循環バス運行補助金に

関しまして、今、１１月１日からルート

を変更されまして運行されるという形に

より、効果的な市民の皆さんに対して利

便性があるようなルート変更をされてい

るという形を一応理解しました。

　それに伴いまして、今後、今、市が巡

回バスを鳥飼の方に走らせるような形に

なりました。その辺との整合性について

お聞かせいただきたいと思います。

　１１番目の台帳作成委託料、これはちょっ

と私もよく認識不足で、もう一度教えて

ほしいんですけど、これ、大阪府が過去

言ってましたような地籍調査との関連が

あるのかどうか、その辺のところをもう

一度お聞かせいただきたいと思います。

　それと１２番目、大正川ジョギングロー

ドが都市公園になるという形のものをお

聞かせいただきまして、この都市公園に

なるということは公園、都市公園の平米

というのか面積が大きくなるということ
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は市にとってもいろんな補助金を受ける

ところには有利になっておろうかと思い

ますが、これはもう上の方は茨木市がそ

ういう形になってるようにお聞きしてま

すが、これは今後、そういう形で推移す

るのか、もう一度お聞かせいただきたい

と思います。

　それと１３番目、住宅管理人報酬につ

いてでありますが、管理人報酬について

はわかりました。今後、市民プールの跡

地で建替事業対象団地の空き家は、予算

の委員会で聞いたときには空いてるとこ

ろは１２戸という形になっておりました

が、今現在どのようになっているのかわ

かればお聞かせいただきたいと思います。

　それと、また建て替えもあり、今後の

問題として入居権の継承などについてど

のようにお考えになっているのか。そこ

をお聞かせいただきたいと思います。

　それと１４番目の建築設計監督事業の

関連につきましては、わかりましたので

そういう今までつくられた資料を十分こ

れから有効に活用していただくことをお

願いしておきます。

　１５番目の公園の砂場の形で、ことし

は２１０万円ということでその補助金の

部分がなくなったということなんですが、

これは過去も、これは随意契約でやられ

るのか、それとも一般競争入札とか、ど

ういう方法をとられてシルバー人材セン

ターに渡されているのか、その辺のとこ

ろをもう一度お聞かせいただきたいと思

います。

　それと１６番目、事務報告の先ほどの

市会議員という項目の中で過去の慣例で

ずっと載せてきたと言われるんですけど、

これは慣例どおりに載せていって今後メ

リットというか、意味があるのかどうか。

市会議員というのも市民の代表でこうやっ

て出てくる。市民というくくりも下にあ

るのに、わざわざ市会議員という。ほん

で、また市会議員の件数が２３件で、非

常に少ない。そういう中でそれは仕事不

足という言われ方をするのか。その意味

が余りわからないので、この辺のところ

はもう一度考えていただいた中で過去の

慣例にこだわって、これが要るのか要ら

ないのかということを精査していただい

て改定できるかという形の要望だけにさ

せていただきます。

○山本靖一委員長　藤井土木下水道部参

事。

○藤井土木下水道部参事　それでは、４

番目の路上放棄車の金額が１６年度に比

べて１７年度が下がった。その内容につ

いては放置車両が減ったのかというお問

いでございますが、先ほどもうちの堀参

事が申し上げましたように、１６年度に

おきましては２７台の撤去をしたものに

つきまして１台当たり１万２，５００円

の寄附をいただいたという内容でござい

ます。

　１７年度におきましては１３台のリサ

イクル料金をいただいたということでご

ざいますので、台数といたしましても確

かに処理をしたのが減っておるというの

は現状でございます。

　しかしながら、ことしでの現状を申し

上げますと、発見台数では１９台発見し

ております。しかしながら、今年度にお

きまして、まだ１台の処理しか行われて

おらないと。大きい理由といたしまして

は、そういうふうな放置車両の調査を行

う。この調査を行っておりますのは、警

察の方で行っておりまして、事件性のも

のがあるのかどうかで、大きくはやはり

所有者の方に撤去してもらうということ

を原則としておりますので、今年度、今

現在でおきましても自主撤去におきまし

ても、もう５台が既に自主撤去してもらっ
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ております。これが今現在の現状でござ

います。

　続きまして、７番のカーブミラーの安

全対策についてでございますが、このこ

とにつきましてはやはり１，０００機以

上のカーブミラーがある関係上、それを

どうして安全対策をするのかとなるなら

ば、人海戦術をもって人の手で揺らして、

目視だけではなくてですね、やっておる

のが現状でございます。

　最近のことを申し上げますと、ことし

の６月１２日から１６日までの５日間で

すけれども、道路課全職員でもちまして

班編成で全機種の１，０１９機を点検し

たところでございます。

　その結果だけ申し上げますと、健全な

ものが９７６機、補修が必要ということ

になったものが７機、継続監視、ちょっ

と危ないかなという継続監視が必要なも

のが３６機という結果が出ました。その

後、すぐに７機の補修を行ったというこ

とが現状でございます。

　先ほど、委員もおっしゃいましたよう

に犬のおしっこ、かねてよりうちの方も

対策を講じておるのは現状でございまし

て、平成１５年度から試験的に修繕とか

新設時におきまして支柱の下部の部分に

高さ５０センチの塩ビ管をかぶせまして、

そこにいかがなものかなとは思うんです

けれども、おしっこ禁止と、犬のおしっ

こ禁止ということをマークいたしまして

効果を見てる現状でございまして、１５

年度２か所、１６年度２か所、１７年度

２か所、本年度におきましても２か所、

これを大きくブロックを２０ブロックに

分けておりまして、１ブロック１か所単

位で今現在進めておるのが現状でござい

ます。

　続きまして、１１番の台帳の委託、先

ほどご質問をいただきましたのは、平成

１２年から１６年度にかけまして国の持っ

ておりました、俗に言います里道であり

ますとか国有水路等につきまして、譲与

を受けました。この譲与を受けましたも

のを管理するに当たりまして台帳を作成

したものでございまして、先ほども言う

ておりましたように３３３路線を整理し

たものでございますが、お問いの大阪府

が推進しておる地籍調査と関係するので

はないか。確かにそうでございまして、

今年度より進めておりまして大阪府の地

籍調査という形で国の補助２分の１、府

補助としまして４分の１という形で先ほ

ども申し上げました譲与を受けました里

道等も対象といたしまして、まずは官民

境界を先行して進めていこうという形で

１８年度より取り組んでおりまして、今

年度、今現在でもう既に発注しておりま

して、発注金額は６７２万円でございま

す。

　うち、国費対象事業といたしまして６

００万円ですので３００万円と１５０万

円が国・府から補助を受けて進めておる

現状でございます。

　今年度以降来年度からも引き続きそう

いうふうな形で進めていくことを考えて

おります。

○山本靖一委員長　石川下水道業務課長。

○石川下水道業務課長　し尿収集委託に

係る補償の問題でございますけども、こ

れまで代替業務についてその期間が定まっ

ていないということ、これが我々も大き

な問題と考えておりまして、これまでも

業者と協議を重ねてきておるところでご

ざいます。しかしながら今の時点で、ま

だ結論というのが出ておりません。この

一定の協議が整いましたら改めてご報告

させていただきたいと思っておりますの

で、早急にということで報告はできませ

んけども、できるだけ早く報告できるよ
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うに努力していきたいと思っております。

○山本靖一委員長　勝公園みどり課参事。

○勝公園みどり課参事　緑化基金の利子

運用、あるいは運用についてであります

が、平成１７年度の累計で１億６０５万

８，０３４円の現金がありますが、その

利子が１７年度で２万３，７３０円と低

金利の時代でございますから、これほど

の金利でございます。

　その２万３，７３０円につきましては、

緑化推進連絡会の補助金事業として、そ

こに充当させていただきました。

　それから５００万円につきましては、

緑化事業の活用ということで鶴野地域に

苗圃、いわゆる育苗する場所がございま

すが、そこで天蓋施設、いわゆる屋根で

ございますね、それを設置をさせていた

だいたということでございます。その費

用で５００万円ほどのお金を使わせてい

ただいたという活用の仕方でございます。

○山本靖一委員長　野畑土木下水道部参

事。

○野畑土木下水道部参事　まず、１２番

の大正川、安威川ジョギングロードでご

ざいますけれど、委員ご指摘のとおり茨

木市におきましては都市公園として位置

づけされております。

　私どもの方は、一応この占用許可がお

りましたら、それの手続ですね。都市公

園の手続の告示の方をしてまいりたいと

思っておりますので、よろしくお願いし

ます。

　もう１点の砂場の消毒の件でございま

すけれど、今現在は随意契約で行ってお

ります。といいますのは、作業の内容が

ですね、１日、午前中の４時間だけでご

ざいまして、それが２名でございます。

それが毎月曜日から金曜日までというこ

とになりますので、作業内容としまして

は一応、お年寄りの方がちょうどできる

ような形で、ふるいでもって砂をふるっ

た後、あとは消毒液をかけていくという

作業でございますので、非常に簡単な作

業だという内容でございますので、こう

いう形にさせてもらっております。

○山本靖一委員長　水田土木下水道部参

事。

○水田土木下水道部参事　鉄屑処分金に

関連いたしまして、以前からもう少し処

分を早期にできないかというご指摘がご

ざいまして、処分の保管期間が今現在、

規則の中では３か月ということで、それ

から警察の照会もあって約４か月、処分

に至るということで、現状でございます。

　これはもう少し早く処分するためには、

保管期間の短縮をしていかなければでき

ないかなということで私ども、あれから

ずっとそういう他市の状況も見ながら警

察の照会の期間も、回答期間ももう少し

早くできないかなということも協議して

おります。

　保管期間の短縮につきましては、これ

は今後その辺の検討で可能なことかなと

いうことは考えておりますけれども、た

だ盗難等の警察の照会につきましては、

やはり現在でも１か月ぐらいの回答期間

があるということで、これを何とかもう

少し早く回答をしていただけるような方

法がないかなということで、今、担当も

含めまして検討しておるところでござい

ます。

　処分期間を早くできれば当然、自転車

の傷みも少ないわけでございますから単

価も若干、今現在１台当たり１２０円か

ら１５０円ぐらいの中で処分されている

ところなんですけれども、そういうこと

が可能であれば単価も上がるんではない

かなというふうには考えておりますけれ

ども、もう少し今、検討しておるところ

でございますので、お待ちいただければ
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ありがたいかなと考えております。

　それから、交通指導業務委託料に関連

いたしまして、鳥飼保管事務所のレッカー

移動の件数でございます。これは、以前

もお答えさせていただきましたが、当時

はやはり月８回のレッカーの回数の中で

５回ぐらいは鳥飼の方で移動保管をして

いたという経緯がございます。今現在は、

昨年もかなり警察とも協議を行いました

けれども、警察官とのその辺の取り締ま

りの関係で人員配置等も含めまして、な

かなか今現在いい返事はいただいており

ません。本年度につきましてもレッカー

の取り締まりとして保管事務所の利用に

ついてはゼロ件でございます。

　ただ、現在、６台ほど事務所の方に自

動車を保管しております。これは、道路

上に支障になるものとか警察の判断によ

りまして、そういう自動車を入庫してる

というふうな状況でございますけれども、

何とか警察の方と連携いたしまして月１

回、２回でもいいからレッカーの取り締

まりで再度利用をしていただきたいとい

うことは今後も話を進めていきたいと、

こう思っております。

　ただ、６月１日から取り締まりの法改

正がございまして、取り締まりの対応が

若干変わってきております。ですから、

その辺もあわせまして警察と再度協議し

ていきたいと思っております。

　民間に駐車場としての貸し出しという

ことでございますが、これは担当の方か

らお答えさせていただきます。

　それから、フォルテ摂津周辺のラック

を設置したことによってフォルテ摂津の

地下の自転車駐車場の利用状況というこ

とでございます。

　ラックの設置以前につきましては、あ

のフォルテ周辺は平日でも約４００台ぐ

らいの路駐がございました。現在、ラッ

クが自転車で２１６台、それから原付で

２９台、計２４５台のラックを設置いた

しております。放置が約４００台ござい

ますから、当然そのラックの台数では収

まり切れないということで、フォルテの

地下の駐輪場につきましては、定期のス

ペースが約２００台余りございました。

計算上でいきますと４００台、納まるの

ではないかなということでございまして、

９月２１日のラックのオープン時から約

１週間調査いたしております。それが平

均でいたしますと約１週間で２００台余

りの一時の利用が地下の方へ流れてきた

というふうな状況になっております。

　ですから、当初２００台余りの空きス

ペースがラックを設置したことによりま

して地下の駐輪場においても２００台の

一時の利用がふえたというふうな状況で

ありまして、今後はさらにふえる場合で

すと、また新たなスペースを考えていか

なければならないかなということで今現

在考えております。

　あわせもって、ラックにつきましても、

できる限りラックをつけれればいいかな

ということで先ほど申し上げましたＪＲ

用地につきましてもラックが設置できな

いかなということで協議をしていきたい

というふうに考えております。

　それから、ＪＲ千里丘の西側の放置対

策ということで、特に近畿大阪銀行前の

花壇の前の放置がかなり厳しい状況でご

ざいます。年間１４５回の移動保管でも、

やはりその場所につきましても現在、移

動保管を行っております。ただ、時間的

には午前中ということで撤去いたしてお

りますけれども、昼からになりますと平

均で３０台から４０台の車道で放置があ

るということで委員の方から花壇の付近

に同じような駐輪場ができないかという

ことでございます。これは、花壇であり
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ますので、やはり関係課とも協議しなが

ら可能かどうか、これから検討していき

たいというふうに考えております。

　それから、市内循環バスと、それから

政策推進課が今現在試行ということで行っ

ております巡回バスの整合性ですね。こ

れをどうするんだということでございま

す。巡回バスにつきましては、無料とい

うふうになっております。

　私ども現在、近鉄バスに補助いたして

おります循環バスにつきましては、これ

は路線バスでございますので有料という

形をとっておりますので、今後巡回バス

がこの半年間試行ということで検証され

ます。私どもの方も市内循環バスも、こ

れは新しいルートですので今後どういう

ふうな利用があるかということも検証し

ていかなければならないんですけれども、

今後試行期間が終わりますれば、どうい

うふうにしていくか、政策推進課も含め

まして検討していきたいというように考

えております。

○山本靖一委員長　長野都市整備部参事。

○長野都市整備部参事　まず１３点目の

住宅管理人の報酬に関連しまして、現在

建替対象団地の空き家が何戸あるかとい

うことでございますけども、従前１２戸

と申しておりましたが、ことしの９月末

現在では１６戸となっております。具体

的には鳥飼野々団地の木造５戸、準耐火

が６戸、鯵生野第１団地が２戸、第２団

地が３戸、合計１６戸がいわゆる政策空

き家となっております。

　それと入居権の承継問題でございます

が、これにつきましては本市では摂津市

営住宅条例施行規則第１３条第２項第２

号で定めております入居者の二親等内の

親族で引き続き１年以上、当該市営住宅

に居住されていることを承継の要件とし

ておりますので、このように考えており

ます。

　それと、先ほどの９点目の路上放棄車

の関連でレッカーの移動保管場所に関し

ましては、現在私どもの住宅用地をお貸

ししているということでございます。

　そういった中で、住宅用地をどうする

かということはあるんですけども、現在

基本構想を策定しておりまして、実際の

資金計画もまだ出ておりません。財政部

局とは一応大きな枠組の中では売却とい

うことでは話をしておりますので、今後

ただ私どもが考えますには、まだ八町団

地もございます。そういった中で今後、

基本構想を策定する中でも含めて考えて

いきたいとは思いますけども、委員ご指

摘の民間への賃貸ということでございま

す。これは、行政財産の目的外使用にな

ると思いますので法的な根拠も含めて、

近隣市も含めて大阪府とか関係部局と協

議して、勉強してまいりたいと思います。

○山本靖一委員長　野原委員。

○野原委員　まず、緑化基金に関しまし

てはわかりましたので、今後も有効利用

できるような形で使っていただきたいと

思います。

　それと、路上放棄車処分協力金に関し

ましても台数は減っていってるという形

で今後もそういう形で処分に関しまして、

いろんな問題はあろうかと思いますが、

なるべくそういう放置車両があることに

よって、いろんな犯罪になったり、そう

いうことがあろうかと思って、警察主体

のこれは取り締まりになろうかと思いま

すが、道路課の方でも日ごろ努力をして

いただいてますが、また今後の努力もお

願いしておきたいと思います。

　鉄屑処分金でありますが、これはなか

なか難しい問題とか、いろいろ抱えてお

ろうかと思いますが、やはり財政が少し

でも得るような形の中でもう一度工夫を
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していただいて何とか上がるような方向

で進めていただきたいと思います。

　その次の６番目、し尿収集運搬委託料

に関しまして、多分なかなか合特法とか

いろんな問題で難しいから現状になって

おろうかと思いますが、だけどどこかで

線引きしないとだめな形になろうかと思

いますんで、これは全部が解決しなくて

も、まず一歩踏み込んだ形の、先ほどの

答弁で今後も考えていくという形なんで

すけど、これ多分、来年になってもまた

考えていきますという形ではだめかと思

うんで、もう少し具体的な一歩踏み込ん

だ形で、今後、お答えしていただけるよ

うな形を要望しておきます。

　それから、７番目のカーブミラーの件

ですが、今、お聞きしましてすごく本当

に１，０１９機のミラーに人海戦術で皆

さん、炎天下の中とか、いろんな状況の

中、市民の安全を守るためにそういう取

り組みをしていただいているということ

には敬服します。

　それと、またそういうミラーの下にお

しっこ禁止というような、やっぱり視点

を変えた形で、今までにないような形の

取り組みをされてるということは、すば

らしいと思います。こういうことを今後

とも本当に皆さん職員の方の啓発という

形の中で広がって、やっぱり視点を変え

て物事に当たることによって、いろんな

効果を、費用対効果を上げていくという

１つの取り組みになろうかと思いますん

で、今後ともこの対策、またいろんな視

点を変えての取り組みをお願いしておき

たいと思います。

　８番目の交通指導業務委託料の今、民

間の駐車場に貸すのは、いろんな形のも

ので難しい部分はあろうかと思いますが、

その辺はまたそれぞれ精査していただい

て、できることならあの近くの人があの

駐車場を借りたいというような声もあり

ますんで、だからやはり野原にしておい

て、草ぼうぼうの状態の中よりは少しで

も収益が上がるような形を、いろんな法

律で難しい面はあろうかと思いますが、

その辺は何とか皆さんの工夫というのか、

その辺で貸せるような形にしていただき

たいと、これも要望しておきます。

　放置自転車移動対策に関しても、今、

いろんな形でフォルテ摂津の方の収益も

今後上がってこようかと思います。また

西口の方に関しましてもいろんな形の、

今、花壇という形のいろんな問題はあろ

うかと思いますが、できるならば一刻も

早い状態の中であそこを本当に安全な道

にしていただきたいと思いますので、そ

の辺の取り組みを今後ともよろしくお願

いしておきたいと思います。

　それと、１０番目、市内循環バスの件

に関しましても有料と無料という形の中

でいろいろ難しい問題も出てこようかと

思いますが、この辺は何とか皆さんの英

知を持っていいような形のものを今後と

も努力していただきたいと、これもお願

いしておきます。

　管理台帳の件に関しましても、今、お

聞きかせいただきまして、理解できまし

たんでよろしくお願いしておきます。

　１２番目の大正川の都市公園に向けて

そういう取り組みをされて今後も努力し

ていってもらえるという形のもので、こ

れもよろしくお願いしておきます。

　それとその次、１３番目、住宅管理人

報酬についての関連で二親等でしたかね、

今は、摂津の中でそういう、今後そうい

う形の中で市営住宅の建て替えのときに

その辺で入っておられる方が優先的に入

居できるとか、いろんな条件も出てこよ

うかと思いますんで、それには１年間の

やっぱりそこに住んでなあかんというよ
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うな要件もいろいろ出てこようかと思い

ますが、その辺で今後入るには難しいと

いう形で空きがどんどん出てきたら、ど

うするんやというようなこともあります

んで、その辺も十分検討した中で今後対

応していっていただきたいと思います。

　それと、１５番目の公園砂場消毒のシ

ルバー人材センターで随意契約で出され

てるという形で、シルバーの方に働く喜

びを十分与えるという形のものの取り組

みという形は理解できるんですけど、や

はり今の市の財政状況の中、随意契約と

いう形のものはある程度は理解はできる

んですけど、その辺を単価計算と、その

辺をもう１回、きっちりした中でその辺

の単価を出してもらって、そういう契約

に反映していただきたいと、これも要望

しておきます。

　以上、終わらせていただきます。あり

がとうございます。

○山本靖一委員長　すべて要望というこ

とでしたが、６番目のし尿処理の問題で

交渉を重ねてこられたと思うんで、その

経過だけちょっと、もう１回、きちんと

答弁していただけますか。石川下水道業

務課長。

○石川下水道業務課長　し尿の収集業者

とは、これまで毎月１回程度の頻度で協

議をしております。本市としましては代

替業務の期間が定められていない協定書

の内容、これについては当然、一定期間

を定めるべきであると。補償というのは、

その業者の自助努力というのを基本に一

定期間の支援という考えを持っておりま

すので、当然その支援については期限が

あるということを前提に今現在協議をし

ております。

　ただ、また最終、今の時点で報告でき

るような状況にはないということで詳し

い説明はできませんけども、我々の目標

としては年内、できれば年度内には一定

の報告ができるように努力をしていきた

いと思っております。

○山本靖一委員長　ほかにありませんか。

本保委員。

○本保委員　それでは、歳出について数

点お尋ねをいたしますので、よろしくお

願いいたします。

　質問の方は決算概要からお尋ねをいた

しますので、ページ数を申し上げますの

でよろしくお願いいたします。

　まず初めに歳出の方ですが、９２ペー

ジの款４、衛生費、項２、清掃費、目３、

し尿処理費のうち、クリーンセンター管

理事業８，５３８万７，４３３円のこの

中でですね、まず１７年度のこの事業内

容と作業内容などの改善向上に対する取

り組みについてはどのようになされてい

るのかお聞かせをいただきたいと思いま

す。

　続きまして、１０３ページ、款７、土

木費、項１、土木管理費、目２、交通対

策費の中からでございますが、先ほど野

原委員も質問されておられましたけれど

も、市内循環バス運行補助事業１，００

０万円についてでございますが、まず１

７年度の乗客数をお聞かせをいただきた

いと思います。

　１７年度のこの実績を踏まえて１１月

の１日から先ほどもおっしゃっておられ

ましたけれども、新ルートになるわけで

すけれども、この新ルートの乗客数につ

いては、この１７年度の実績を踏まえた

上でどのように見込んでおられるのかお

聞かせをいただきたいと思います。

　また、それに関連いたしまして乗客数

のアップというのが、この近鉄の循環バ

スについては、かなり何回も皆さんの方

からも要望もありましたし、また議会で

も議論がなされているところであります
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ので、この乗客数のアップに対する取り

組みというのは非常に今、注目を、この

新しいルートになりまして、なおされる

ことになると思いますので、この取り組

みについてのお考えもあわせてお聞かせ

いただければと思いますので、よろしく

お願いいたします。

　続きまして、１１４ページ、款７、土

木費、項４、都市計画費、目３、緑化推

進費の中でございますが、この中で緑化

推進事業８７万４，３３４円について、

このうち栽培した登はん性植物などを活

用して市域の緑化を進めるというところ

でございますけれども、この登はん性植

物の市内における実施と、その推進状況

について詳しくお聞かせをいただきたい

と思います。

　あと１１６ページでございますけれど

も、款７、土木費、項４、都市計画費、

目４、公園管理費のうち、公園遊具補修

事業２２４万９，７３０円と公園遊具取

替事業について３４６万５，０００円に

ついてお尋ねをいたしたいと思います。

　この１７年度の事務事業評価結果にあ

りました遊具の取り替えは、より危険度

の高い遊具から優先して実施するという

ふうに記載されておりましたけれども、

この危険度の調査及び判定というのはど

のようにして行っておられるのかお聞か

せをいただきたいと思います。

　また、その修繕による機能維持につい

ても同様の趣旨でお考えをお聞かせいた

だきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

○山本靖一委員長　野畑土木下水道部参

事。

○野畑土木下水道部参事　まず、公園の

遊具の修繕と取り替えということで、実

際の話、修繕についてはどういう形でやっ

てるかということについての説明をさせ

てもらいますと、まず本体のうちのその

一部を取り替えることによって元の状態

に戻る場合については修繕を行っており

ます。

　ところが、その本体自体がもうほとん

ど使えなくなっている状態。これはどう

しても取り替えなければいけない場合に

ついて新しい遊具に交換をするという形

で、それぞれ区分して実際に現場で行っ

ております。

　それと、実際の話、遊具につきまして

はかなり、もうほとんどの公園で老朽化

しております。その中で私とこの方は一

応、今、公園の遊具を専門に１名で巡回

しておりまして、その中で要するに常に

この遊具については、これはもう取り替

える状態ですよ、これについては塗装が

必要ですよ、この遊具はこのまま使って

もまだ良好ですよという形で常に判定を

しております。

　そういうような形で行っておりまして、

もう取り替える場合につきましては、私

ども予算の許す限りの中で今現在やって

おります。

　だから、一番何が必要かというと、やっ

ぱりその遊具については、いかに維持管

理をということで鉄分であれば、さびて

る状態であれば要するにできるだけ塗装

を行っていくような形で処理をしていく

という形。少しでも悪い部分があるんで

あれば、もうはっきり言うてほとんど撤

去、先に撤去させてもらっております。

撤去することによって、そうしますとやっ

ぱり地元自治会の方から新しい遊具の要

望が出てまいりますので、その要望につ

きましては予算の許す範囲の中で次年度

でありますけれど、予算要求をしてまいっ

ておりますというのが現状でございます。

○山本靖一委員長　石川下水道業務課長。

○石川下水道業務課長　クリーンセンター
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管理事業の中で平成１７年度の内容と作

業内容の改善ということについてお答え

させていただきます。

　平成１７年度につきましては、クリー

ンセンター管理事業８，５００万円のう

ち正雀処理場に対する維持管理負担金と

整備負担金、これが６，２９０万円程度

ございます。これについては正雀処理場

に対する負担金ということで維持管理負

担金としては処理量が減ってるというこ

とで年々低下をしてきております。

　整備負担金につきましては、平成１５

年度に吹田市の方で行われた工事に対す

る負担金が発生してるということで前年

より若干増加しております。

　そのほか修繕料、これにつきましては

各機械の整備計画というものをつくって

おりまして、これに基づきまして計画的

に修繕を行っているという状況でござい

ます。

　その他、クレーン点検委託料からセン

トルクポンプの維持管理委託料まで、こ

れはクリーンセンターの諸施設の委託料

ということでございまして、これについ

ては毎年維持管理するのにこういった委

託料が発生してるということで、金額的

には大きな変動はございません。

　消耗品費の関係で前年より増えており

まして、これは２年に１回、脱臭瀘材を

交換するということで平成１７年度はそ

の交換をしているということで、前年度

より増加しております。

　アルバイトの賃金でございますけども、

これにつきましては平成１６年度にクリー

ンセンターで職員２名を配置しておりま

すけども、平成１７年度につきましては

職員が１名になっているということで、

その分、アルバイトの時間を延長してい

るということで前年より増加しておりま

す。

　作業内容の改善ということでございま

すけども、平成１７年度より臭気対策と

してＥＭ菌を試行的に使いました。結果

的にＥＭ菌による脱臭効果が認められる

ということで１７年度、１８年度、今現

在もＥＭ菌をし尿貯留槽、それから浄化

槽汚泥の貯留槽に投入して臭気の抑制を

図っているところでございます。

○山本靖一委員長　勝公園みどり課参事。

○勝公園みどり課参事　登はん性植物の

市内の状況ということでございますが、

いわゆる登はん性植物というのは、つる

性の植物でございまして、我々がつくっ

ているのはヘデラという、中でもカナリ

エンシスという種類でございます。これ

も市民とボランティアで一緒につくりな

がら、それからやっぱり登はん性植物の

啓発をしていこうということで、市民と

一緒になって配布もいたしております。

　鶴野苗圃等でできました苗を、成長す

るのは大体、春に植えれば１０月ごろに

はきっちり根がついて、配布する状況で

ありますから、その後に市内の公共施設

で空間があれば植えていこうということ

で小さな取り組みではありますが、やっ

ております。

　現在、志しているのは鶴野で擁壁なり、

あるいはお宮跡の擁壁とか、あるいは緑

地関係、鶴野の近場ですけども、あそこ

にもひとつ道路等の境界線のちょっとし

た空間にヘデラを植えてると。緑ですか

ら、非常に景観上もいいし、それと手間

もかからないということで、あるいはふ

れあいづつみ、正雀、あるいは鶴野のふ

れあいづつみの一空間を試験的にやって

るところであります。

　警察署前もそうでございますが、将来

的にはもっと拡大をしていってヘデラを

狭い空間でもできますから拡大させてい

くと。今日的にもやっぱりヘデラの見直
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しがされてきておりますし、大いに狭い

空間でできますから、面積は要りません

ので、その緑化の単位を大きくするため

にもそういう登はん性植物の活用をこれ

からも拡大をしていきたいと。

　それから、啓発草花として市内３か所、

１７年度は配布いたしました。場所は、

鳥飼八防、それから正雀駅付近、あるい

は市役所前で配布しました。総株数は年

によって変わりますが、昨年度、１７年

度におきましては約１，６００株ぐらい

配布したところでございます。

○山本靖一委員長　水田土木下水道部参

事。

○水田土木下水道部参事　概要の１０３

ページの市内循環バス運行補助事業の１，

０００万円の補助で１７年度の状況でご

ざいますけども、１７年度の実績報告か

らいきますと、１日９便の運行で平均利

用者が約６５人でございます。１便当た

り７名程度の利用ということになってお

ります。

　それから、新ルートの利用数の見込み

ということでございますけども、現在、

現行ではＪＲ千里丘からスタートいたし

まして、正雀、別府、ダイキン、鳥飼大

橋を回りまして文化ホール前からＪＲ千

里丘へ戻る一方通行の運行形態でござい

ます。これが新しいルートでございます

と小回りで２ルートに回ります。

　見込みといたしましては、詳しい数字

は出ておりませんが、この新ルートを行

うということは、発端はやはり大回りの

一方通行が利用がしづらいということも

ありまして、もう少し小回りをして利用

を図るということでございます。

　ですから、今回は市役所を起点に行い

ますので、市役所の方へ利用される方、

例えば税の関係でその時期に利用される

方、それと最終便が市役所から出ますの

でＪＲの方へ向いて走る便がございます

ので、平常時における市民の方の利用も

していただきたいなということも考えて

おりますので、現行６５名よりは、さら

に利用していただくように努力していき

たいと考えております。

　それから、その利用のアップについて

どういうふうに取り組んでいくのかとい

うことでございますけれども、確かに現

行の循環バスにつきましては定期的には

広報なりで特集という形で載せておりま

したけれども、今回新しいルートを走ら

せることになりまして定期的に広報等の

媒体を使いまして呼びかけていきたいと。

さらに、バス事業者におきましてもホー

ムページとか、バス事業者としても新し

いルートの広報を市民の方に呼びかけて

いきたいというふうに伺っておりますの

で、何とか利用アップをしていきたいと

いうことで広報活動にも力を入れていく

ということはバス事業者とも協議いたし

ておりまして、今後していきたいという

ふうに考えております。

○山本靖一委員長　暫時休憩します。

（午前１１時５８分　休憩）

（午後　１時　　　　再開）

○山本靖一委員長　再開いたします。本

保委員。

○本保委員　それでは、今、ご質問させ

ていただきました分につきましてのお答

えをいただきまして、それを受けまして

２回目の質問をさせていただきたいと思

います。

　まず、クリーンセンター管理事業の方

ですけれども、今、ご説明をいただきま

して正雀処理場のＥＭ菌の使用などで臭

気の抑制を図ったりとか、さまざまな観

点で事業の内容については改善と向上を

図っているというご説明をいただきまし

た。
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　今回、１７年度事務事業評価の結果の

中にこういう文章がありました。「クリー

ンセンターの事業につきまして設備に精

通した職員が高齢化しており、今後、民

間委託の方向で検討するが１８年度は現

状のまま継続すること」というふうに書

いてあるわけですね。これにつきまして

もいわゆる２００７年問題ということが

今大きく取り上げられたりしております

けれども、技術のある団塊の世代の人た

ちの職員の退職による業務レベルの低下

ということが今どこの企業でもご多分に

漏れず心配をされているわけですけれど

も、現状で何か具体策は講じておられる

のかどうかということをお聞きしたいな

というふうに思いますけれども、それが

例えばありますから今後民間委託の方向

という方向で検討していこうとされてい

るのかですね。この辺の、なぜこういっ

た形で提言されているのかと。評価とし

て記載をされているのかということにつ

きましてお尋ねをさせていただきたいと

思います。

　あと、循環バスの方ですけれども、今、

お話をいただきまして１便７名というこ

とで、７名ということは夕方ですか、通

勤時間には多少の人が、帰宅時間帯には

ふえていたりなんかするのは、私も利用

したことがありますんですけれども、日

中は空で走ってるということがあったり

しまして、時間帯がこの循環バスの場合

は、いつ来るかわからないというような

今までの状況がありましたので、かなり

待っている人もよほど時間に制限がなく、

ほかの乗り物も使えないというような方

が利用されているということで、かなり

利用率というのが低い。ますます低くなっ

ていってるというのは時間どおりに来な

いというのが、ぐるっと回って、今ご説

明いただきましたようにＪＲ千里丘から

出発して正雀、別府、ダイキン、鳥飼大

橋、市民ホールと、混んでるところをずっ

と通って循環していくので時間帯がもう

本当にいつ来るかわからないという不規

則な状況だったということも大きな影響

を与えるのではないかなと、一因ではな

いかなというふうに思っております。

　今回、新しいルートのご説明もされて

おりましたけれども、２つのルートを回っ

ていくということで、このルート変更の

結果はこれから費用対効果について検証

されていくと思いますけれども、やはり

市民の足、確保のための補助事業として

期待をすごくやっぱりされている方が多

いもんですから、市民の期待を担うとい

う観点で、この１，０００万円出してい

るからということだけではなくて、市が

携わっているバス運行事業としてとらえ

ていただいて、さらに充実をできるよう

に新ルートについても今後ともルートを

変更して、やっぱりこういった面で市民

サービスが向上したというふうに、はっ

きりと検証できるような形に持っていっ

ていただくように、ぜひお願いをしたい

なと思うんですね。

　しっかりと検証も続けていただいて利

便性の向上に市民の皆さんからの意見も

大変、やはり吸い上げにくいことかとは

思いますけれども聞いていただいて、しっ

かりと市民の皆さんにやっぱり１，００

０万円出してても近鉄バスの側からどう

かわかりませんけれども、市民の皆さん

の方から税金を使ってもらって私たちの

ために役立っているというふうな声が聞

こえるようになるように、ぜひ充実に努

めていただきたいなと、このように思い

ますのでこれは要望として終えさせてい

ただきます。

　次に、緑化事業の方なんですけれども、

今、ご説明をいただきました。あちこち

－ 26 －



でヘデラを見かけるんです。私も市役所

前で配布されているときにいただいたこ

とがありました。ほんとに強くて緑が、

１年じゅう緑なんで、ちょっとぐらいお

水をやらなくても強いですから、葉が落

ちたりすることもありませんので、いい

なとすごく思っておりまして、一般質問

でも一度質問をさせていただいたことが

あるんですけれども、その後、期間がたっ

ておりましても、ここが代表的なこの登

はん性植物を利用した緑化の場所ですよ

というような目立ったところというのが

ないように思えてるんですね。

　今、ご説明していただいたところでは、

せっかく登はん性という性質のある植物

であるにもかかわらず、大体地面に近い

ところで花壇のような状態の縁にずっと

はって育っているというか、栽培されて

いる状況がほとんどじゃないかなという

ふうに思うんです。これにつきましては、

せっかく今すごく緑化の効果というのが、

この地球温暖化問題、防止対策なんかを

検討されてる中でも、その一環として非

常に効果があると。室温を１度とか２度

とか、しっかりと繁っているところとは

３度ぐらい違ってくるというような話が

ありましたし、そういった実際面での効

果が今、あちこちで検証されております

ので、摂津市内の中で余り見かけない、

好き嫌いはあると思うんですけれども見

かけないので何とかこれを市内の企業、

大きな企業で目立つような場所、ビルと

かですね、そういったところで日照時間

が長いような建物とかをやっぱりチェッ

クしていっていただいて公共施設、特に

幼稚園、小学校、中学校というような学

校施設ですね。これは、今、子どもたち

がどうしてもクーラーがつけたいんです

けれども財政的な事情でクーラーがつけ

られないという事情もありますので、こ

の辺に呼びかけを積極的に行っていただ

いて協力していただいて、壁面緑化、実

際に壁面を使って栽培してもらうという

ようなことはお考えの中ではあるのかど

うかお尋ねをさせていただいて、また今

までそういった取り組みもされていたの

かどうかということについてもちょっと

お聞かせをいただきたいなというふうに

思っております。

　あと、公園の遊具の方ですけれども、

お答えをいただいてたんですが、補修と

取り替えの基準というものについてはご

説明を先ほどいただいたわけでございま

すけれども、危険度の調査及び判定とい

うことは何らかの基準がきちんとこしら

えてあって、それに基づいてチェックを

入れていくとかっていうようなものでは

ないのかなというふうにお聞きしてて思っ

たんですけれども、その辺はどのようで

あるのかもう一度ちょっと聞かせていた

だきたいと思うんですね。というのは、

ご説明いただいたように１名の方ですよ

ね。巡回をしていただいてという、どれ

ぐらいの頻度で摂津市内にある公園とか

遊具のある場所を回っていただいている

のか。

　その基準というのはあくまでも個人の

主観で行っているということにはならな

いのかというふうには思いますので、そ

の辺は現状、今おっしゃっていただいた

ので今後これらについてはどのようにし

ていくのか。

　また、今お話の中にはなかったかもし

れないんですけれども、調査とか判定の

基準は一定設けておりますよということ

でしたら、その点についてお聞かせをい

ただきたいなと思いますのでよろしくお

願いします。

○山本靖一委員長　野畑土木下水道部参

事。
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○野畑土木下水道部参事　公園の遊具の

危険度の判定でございますけれども、基

本的には今現在は目視で、目で見て実際

にさびてるか、さびてないか。木であれ

ば傷んでいるか傷んでないかについては

判定を行っております。

　将来的にはどうかと申しますと、今例

えば他市ですね、茨木とか高槻につきま

しては、日本公園施設業協会という形で

協会があります。その協会の中で専門的

な知識を持った方が一応点検に回ると。

私のところも一応、どれぐらいかかるの

かということで試算をしてもらったんで

すけれど、大体五、六百万円の年間費用

がかかります。それも年に１回見ての話

なんですね。もし、その業者にこういう

形でもし出してしまうと今の遊具、ほと

んど撤去になります。というのは、かな

り厳しい基準で見ていかれます。

　私どもは、一応その中においては要す

るに傷んでるけれど、まだもうちょっと

使えるやろうという形の中で、どうして

も取り替えのやつについてはみんなで見

て、これはもうあかんでというやつは撤

去するけれど、要するに１人じゃなくて

何人かの目で見ようという考え方をして

おります。

　将来的にはそういう方には、日本公園

施設業協会の専門的な方に一応発注して

いくという形はとっていきたいなと思っ

ております。そういう形で今、考えてお

ります。

○山本靖一委員長　勝公園みどり課参事。

○勝公園みどり課参事　登はん性植物の

関係で先ほど申しましたように７か所、

市内で試行的にやってるんですが、ヘデ

ラは大体３年は、成長するのにかかりま

すので、下まで垂れようと思ったらもう

ちょっと壁面緑化の場合は時間がかかる

だろうというふうに思ってます。

　そういう意味で比較的に目立ってきた

のは、鶴野の神社跡、あそこの擁壁のヘ

デラが相当垂れ下がってまいりました。

ああいうイメージがほかに向けて時間が

たてば壁面緑化としての感じが出てくる

だろうというように思ってます。

　警察署前も相当、半分ぐらいですかね、

ちょっと出てきて、緑のラインが出てき

た模様です。

　あるいは最近やったんですが、これは

苗木をたくさん植えることによって緑の

量をふやしてやった経緯がありますんで、

それも鶴野で試験的にやりました。道路

際の、自転車置き場のちょっと行ったと

ころなんですが、そこもグリーンベルト

になっておりますから、そういう形で見

ればああいうイメージでヘデラの使い方

かできるのではないかというアピールに

はなっているんじゃないかというふうに

思っているところでございます。

　それから、これをもうちょっと拡大さ

せるためには、やっぱり市内の企業、あ

るいは公共施設の関係で呼びかけていく

ことはどうかというようなご質問でござ

いますが、近い将来にはそういう方向で

やっていきたいというふうに考えており

ますが、今のところまだそこまで担当部

も含めて協議が整っていないという状況

なので将来的にはそういう方向に行く感

じで考えています。

　それから、ことし建築確認のときに緑

化基準の面積、ヘデラ等の地被植物もカ

ウントされるようになっておりますんで、

そこらも大いに活用しながら指導してま

いりたいというふうに思ってます。

○山本靖一委員長　石川下水道業務課長。

○石川下水道業務課長　クリーンセンター

につきましては、機械等がかなり老朽化

している中で、これに機械や電気に精通

した職員が今現在いない。また、アルバ
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イトの方にしてもそういった専門の方で

はないということで、今現在じゃあどん

な対応をしているのかということになる

んですけども、マニュアルを作成してお

りまして、このマニュアルに基づいて一

定の対応はできるわけでございますけれ

ども、やはりそのマニュアルだけでは限

界もございます。

　さらに機械等の製造元、こちらの方に

トラブルが発生したときには緊急で対応

していただくと、こういったこともなっ

ております。また、定期的にオーバーホー

ル等のメンテナンスを行っておりますの

で、今のところ大きな問題としてはない

わけでございますけども、先ほども言い

ましたように今現在もそういった機械、

電気に精通してる職員、アルバイトを含

めて、いない。今後のことを考えれば、

これはやはり委託化ということを検討せ

ざるを得ないと考えているところでござ

います。

○山本靖一委員長　本保委員。

○本保委員　わかりました。今、お答え

をいただきましてありがとうございまし

た。

　遊具の方ですけれども、公園遊具につ

きましては先日来やっぱり、昨年からこ

としにかけて公園遊具で子どもたちが大

きなけがをしたとかっていうことで、本

市においても点検を素早くされたという

ことは聞いておるわけでございますけれ

ども、できましたら市独自でやはりそう

いった今、インターネットもかなり発達

しておりますので、いろんな資料等もも

のによっては出すこともできるというよ

うな状況でございますので、それで全部

網羅できるかということはあり得ないと

思うんですけれども、お忙しいと思いま

すけれども本市独自で努力をしていただ

いて、遊具のやはり最低基準というよう

なものも設けていただけないかなという

ふうに思いますので、ぜひこれはやって

いただきたいなというふうに考えており

ます。

　今、お聞きしましたら、やはり専門家

にお願いすると、かなりの大きな費用が

かかるということで、公園みどり課の予

算の方を拝見させていただきましたら、

やっぱり五、六百万円というのは、かな

り大きな、もっとそれでできる事業とい

うのがたくさん望まれているものでもあ

ると思いますので、やはりこれは皆さん

のお力を、職員さんのお力をぜひお借り

をしまして市独自で基準を設けるように、

危険な遊具の基準というものをつくって

いくということが、やっているところは

案外ないのではないかと思いますので、

またそういったところをやっている市が

あれば、そこをまた参考にしながら、ぜ

ひつくっていただきたいなと、このよう

に思っております。

　公園の遊具というのは、安全であると

いうふうに思い込んでいるというか、通

念がありますので、利用者にもやはりそ

ういう油断といいますか、思い込みがあ

りますので、子どもだけで遊ぶこととい

うのも結構あると思いますので、そういっ

たときに十分な安全性をやっぱり確認し

ておかないと大変なことになります。子

どもたちが安心して利用できますように、

この施設の充実が図られますように取り

組んで、先ほどの安全基準というような

ものを設けていただけますよう、それも

含めて取り組んでいただきたいと思いま

すので、要望としておきますのでよろし

くお願いいたします。

　それから、あとは緑化推進事業の方で

今、お答えをいただきましたけれども、

やっぱり今、鶴野とかですね、徐々に結

果が出てきてるところがあるというよう
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なところですけれども、お話をいただき

ましたが、グリーンベルトとかで一定目

につくような状況になったときには、写

真をやはり広報の方に載せていただいて、

市民の皆さんにこういったことができま

すよという呼びかけをやっぱり積極的に

やっていただけたらなと思います。

　緑化として、やっぱりやっていきたい

なというお気持ちというのは前回にもお

聞きをしておりますので、なかなか企業

さんとかでしたらイメージもあると思い

ますので、なかなかやってくださいといっ

て屋上から育てていただくというような

ことは難しいかもしれないんですけれど

も、とりあえずはまず園、小・中学校の

方で植物に触るということは精神的にも

すごく癒しの効果があって、よいという

ことも言われておりますので、子どもた

ちに今、お勉強も忙しいでしょうけれど

も、お水をやるだけで済むことですので

栽培をしていくという楽しみというか、

いろんな変化なんかも含めて楽しんでい

ただきながら、子どもたちが少しでも室

温を下げて快適な状況の中で勉強ができ

るようにクーラーの設置というのは、ま

だまだ先のような状況、要望はしており

ますけれども、先のような状況だと思い

ますので、財政的に苦しい、難しい本市

の状況でありますから、ぜひその打開策

の一環として本格的に導入していただけ

たらなと思いますので、この点について

は要望とさせていただきますので、よろ

しくお願いいたします。

　あと、バスの方ですけれども、今もう

ご説明をいただきましたので、この結果

につきましては先ほど申しましたように

よろしくお願いをいたします。

　最後ですけれども、クリーンセンター

の管理事業の方ですが、今、お話をいた

だきまして、やはり経験者がいないとい

うことで精通した職員さんがいないとい

うことで民間委託の方向性についても考

えざるを得ないということでお答えをい

ただいたと思うんですけれども、民間委

託の件につきましてはいろんなことがあ

りますので、十分検討をされることは当

然のことで、お考えだとは思いますけれ

ども、やはりここのことだけではなくて、

やはり今先ほども申しましたように２０

０７年問題でやはり退職者が多くなって

いきますときに、人はいるけれども人材

がいないというような状況にならないよ

うに、やはりあわせて民間委託の方向性

について考えることも十分検討していた

だいても結構ですけれども、やはり根本

的には人材育成ということが運営上、欠

くべからざる要素であると思いますので、

早急にその具体策が講じられるように今

後ともそういった観点に直面してから、

あかんなというような状況で、何とかし

ないといけないな、じゃあ民間委託とい

うような方向に流れていくのではなくて、

やっぱり日常からしっかりと従事できる

人が、アルバイトであったとしても単に

マニュアルで対応してて、万が一という、

今のところは何もなかったからよかった

けれどもというお答えも今いただいたと

思うんですけれども、まさにそのとおり

でありまして、しっかりと通常から何ら

かの形でやはり経験者の高齢化というこ

とが、それはもう急になるわけではあり

ませんので、予測されている段階から日

常の中で少しずつでも、例えアルバイト

の方といえどもきちんとしたお仕事をや

はりしていただけるように具体策を講じ

ていただけるように、これもしっかりと

よろしくお願いします。要望といたしま

すので、以上で終わります。ありがとう

ございました。

○山本靖一委員長　原田委員。
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○原田委員　それでは、質問をいたしま

す。

　まず最初に、歳入の方でありますが、

土木費国庫補助金、公営住宅家賃対策補

助金として３，１７３万６，０００円が

あるわけですが、１６年度より減額され

ております。これについて、どういう状

況になっているのかお尋ねをいたしたい

と思います。なお、この補助金について

の活用について、どのようにされている

のかお尋ねをいたします。

　市営住宅の使用料、質問を予定をいた

しておりましたが野原委員が質問されま

したので、私はいわゆる滞納ということ

の解消策も含めて、家賃の納入方法につ

いてどのようにされているのかお尋ねい

たします。

　それから、土木費府負担金であります

が、当初予算で６，５３５万円の予算が

補正で１，７０９万円削減をされまして、

収入済額４，８２６万８７５円というふ

うになっておるんですが、これについて

のちょっと内訳等をお願い申し上げます。

　土地売払収入で１，０１９万２，４０

０円、先ほど補足説明の中でご説明を受

けたんですが、少し理解をしづらかった

ので再度お尋ねをいたします。千里丘三

島線のこの用地交換、あるいは差額とい

うことで売却をしたということでありま

すが、少し具体的にお教え願いたいと思

います。

　歳入はそれぐらいで、次に歳出であり

ます。

　まず、都市公園の管理作業委託であり

ますが、４業者に委託をされておるわけ

ですが、この額が資料に載っておるわけ

ですが、いわゆる設計額と落札額、応札

額というんですか、これの率等について

お尋ねをいたしたいと思います。

　それから、総額におきまして私ども８，

２６６万２，６２５円という資料を開き

ましたらなるんですが、決算数字では少

し違っておりますのでご説明いただけれ

ばありがたいと思います。

　摂津市のいわゆる特色ある公園づくり

ということで、いろいろ名前をつけられ

て公園がたくさんございます。くすのき

公園、あるいはくぬぎ公園、あべりあ、

りんどう、さつき、かえで、もっこく、

せんだん、けやき、ゆりのき、さくら、

あじさい、しば、たくさんいろんな名前

がついて特色ある公園でありますが、そ

の公園がこの名前に見合った公園になっ

ていないと感じるんですが、この点につ

いての一遍、見解を問いたいと思います。

　それで、先ほどもちょっと出ておりま

したが、ジョギングロードの維持管理費

で路面清掃の分がたくさん費用が出てる

んですが、これのちょっと具体的な内訳

をお願い申し上げます。

　公衆用道路敷寄附申請測量委託料とし

て１９７万９，２５０円の執行がされて

いますが、これについての内訳等につい

てお尋ねいたします。

　さらに、道路新設改良工事で５２５万

８，４００円の執行でありますが、これ

について、内容等についてお尋ねいたし

ます。

　いわゆる交通弱者等についてのバリア

フリーの取り組みでありますが、市内に

おけるバリアフリーの取り組みの残事業、

現在まで大体どれぐらい実施をされて、

大体どれぐらい残っておるのかというよ

うなこともちょっとお尋ねをいたしたい

と思います。

　昨年、少し要望しておきましたが、自

動車駐車場のいわゆる機械化への取り組

みでありますが、どのように取り組んで

いただいたのかお尋ねいたします。

　市内の都市計画道路の整備状況につい
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てでありますが、再三、一般質問等でも

申し上げてるわけですが、どういう取り

組みを１７年度はなされたのかお尋ねい

たします。

　住宅の使用料ということで、先ほどご

説明があったわけですが、一津屋第２団

地浄化槽の確か修繕というように聞いた

と思うんですが、４７０万２，１５１円

の執行でありますが、この内容について

再度お尋ねをいたします。

　道路維持作業の業務について見直しを

するべきだという指摘もいたしておきま

したが、これについてどのように取り組

まれたのかお尋ねをいたします。

　南摂津駅前の市有地に樹木の仮植えが

なされておりますが、この維持管理の状

況について非常にほったらかしであると

いうような感じでありますが、どういう

ように取り組んでおられるのかお尋ねい

たします。

　阪急正雀駅周辺の車両の寄りつきにつ

いて、１７年度はどのような取り組みを

していただいたのかお尋ねをいたします。

　緑化推進嘱託員の報酬として４８０万

円の執行でありますが、これについての

内訳をお尋ねします。

　摂津市緑化推進連絡会がありまして、

２０３万３，０００円の補助金が執行さ

れていますが、これに伴って会の加入団

体、あるいは個人のこの加入人数等、お

教えを願いたいと思います。

　安威川ダムの水特法第１２条の負担金

として９９９万円がこの４年間、１４年、

１５年、１６年、１７年と執行されてい

ますが、当初４１９万円からスタートい

たしましたこの負担金のあり方、ダムの

見直しということで取り組まれていると

いうふうに聞いておるんですが、今後ど

のような形になっていくのかお尋ねをい

たします。以上です。

○山本靖一委員長　長野都市整備部参事。

○長野都市整備部参事　決算書４３ペー

ジの土木費国庫補助金、住宅費補助金に

ついてのお問いでございます。ご質問の

公営住宅家賃対策補助金につきましては、

平成８年の公営住宅法の改正によりまし

て、家賃制度が改正前の限度額方式から

入居者の収入と住宅から受ける便益によ

り定める方法に改められました。この家

賃制度の改正に伴いまして、補助制度に

ついても再編され、近傍同種の住宅の家

賃と入居者負担基準額との差額の２分の

１について家賃対策補助を受けておりま

す。

　一津屋第１団地につきましては平成９

年の管理開始であり、７年間の交付期間

となっており、平成１５年までとされて

おりましたが、交付要綱で建て替え前の、

従前の入居者についてはその後も対象と

されたものであります。

　したがいまして、一津屋第１団地に対

する補助金額は平成１６年度９０６万７，

０００円、１７年度が８３２万２，００

０円で、７４万５，０００円の減額となっ

ております。減額の大きな理由は、従前

入居者が退去されたことによるものであ

ります。

　また、一津屋第２団地につきましては、

平成１１年管理開始で１０年間の交付期

間となっておりました。平成１６年度２，

３４６万９，０００円、１７年度２，３

４１万４，０００円で５万５，０００円

の減額となっており、合計では８０万円

の減額となったものであります。

　活用方法でございますけども、平成１

６年度の決算、今も一緒なんですけども

収入の部、要は住宅に係る収入、家賃と

か市営住宅の使用料、それとこの補助金、

そういったものと支出の部で住宅の管理

に要する費用、住宅管理費ですね。それ
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と、建設時の元金の償還金、利子償還金

などを差し引きしまして、その残った金

額を現在市営住宅の整備基金として積み

立てております。

　なお、もう１点ですね。この公営住宅

の家賃対策補助金というのは、昨年の国

の三位一体の改革によりまして税源委譲

の対象とされておりますので、本年度か

らは廃止されております。したがいまし

て計上しておりませんのでご理解を賜り

たいと思います。

　市営住宅の家賃の納入方法でございま

すけども、市営住宅の家賃の納入につき

ましては前の月の２０日前後に納付書を

送付いたしまして当月の家賃を毎月５日

までに納付するように条例で定められて

おります。

　あと、修繕料でございますけれども、

決算書１９５ページの修繕料４７０万２，

１５１円のお問いでございますけども、

修繕料の中身、具体的には空き家の修繕、

出られた後の修繕でございます。それは

５件で１０６万６，９５７円。一般修繕、

排水が詰まったとか、そういうような一

般修繕で３７件で３５８万４，３９５円。

あと、私どもが管理しております軽自動

車の整備修繕費、１件、これも５万７９

９円、この中に含まれております。

　それと大きな中で先ほど予備費を充当

いたしましたのは、一津屋第２ではなく

て鯵生野第２団地の浄化槽の老朽化に伴

います修繕で保健所から指摘がありまし

て予備費を充当したものでございます。

これは６４万６，８００円、この数字の

中に含まれております。

○山本靖一委員長　宮川土木下水道部次

長。

○宮川土木下水道部次長　道路維持作業

業務委託にかかわります内容について、

以前よりいろいろご質問をちょうだいし

ている状況にあります。そのような中で

上半期、下半期、こういう形の中で処理

件数が偏ってるんじゃないかと、こうい

うようなご意見もお伺いしております。

　そのような中で私どもも今、作業をす

る中ではやはり市民からの要望、事務報

告書の２５４ページにも掲げてますよう

な内容で１７年度につきましても６５０

件という件数を消化してまいったという

ような状況でございます。

　私どももできるだけ平準化が図れるよ

うな状況で作業に取り組めることができ

れば一番ありがたいんですが、何分にも

その要望の時期が重なりますと、やはり

件数的に偏重を来すというような状況も

ございます。ですから、こういうところ

につきましても作業をできるだけ滞りな

くスムーズに進められるような工夫をし

てまいりたいというふうに考えておりま

す。

　それと以前、所管の関係もご質問があっ

たかと思いますが、この点につきまして

はやはり維持管理を含めます土木構造物

の附属物、簡易な形の維持補修を含めて

おりますから、これらを受け持つ担当課

ともそれぞれ意見をお伺いした中で本来

どこに所管を置いて、今どういうふうな

問題点があるかというようなところを今

後も検討して改善してまいりたいと考え

ております。

　それから、安威川ダムの水特法により

ます１２条負担、この部分につきまして

は平成１２年度に協定を結んだ形になり

ます。私どもとしましては平成１３年か

らお支払いしているという状況でござい

ます。この１２条負担金と申しますのは、

安威川周辺の整備事業に係る費用の持ち

分を負担するという形になってございま

す。これにかかわります地方公共団体と

申しますか、関連市は大阪府は含みます
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が高槻市、茨木市、摂津市、吹田市、大

阪市、これはそれぞれ安威川ダムを整備

せずに氾濫が起きた場合、そうした場合

どれだけ浸水するか。そのダムができる

ことでその浸水部分が解消できるかとい

う受益面積の割合をもって比率を算出さ

れております。

　そのような状況の中で総額にしまして

１７億８，８００万円という費用が算出

されておりまして、本市が受け持つ金額

としまして協定書の中では１億７，８６

２万１，２００円という額を負担すると。

協定の中におきましては、ダムの進捗に

あわせてとりあえず平成２０年度までの

期間で対処するというふうになってござ

います。

　ただ、ダムの完成が２０年代なかばと

いう状況になっておりますので、このあ

たりは若干ずれ込む可能性があるかなと、

このように予想しております。

　平成１７年度まで、平成１３年度４１

９万６，０００円を負担し、１４年度か

ら１７年度にかけましては９９９万円を

負担しております。１８年度、それから

１９年度、この分につきましては事業進

捗とともに負担金がふえてまいりまして、

１，３９８万６，０００円という負担金

が発生してまいると。それで最終２０年

度になりますと、これが今申し上げまし

たように今後伸びるのかどうかわかりま

せんけれども総額から差し引きしますと

１億６００万円強の費用負担が発生して

まいるという状況でございます。

　ダムの見直しということにつきまして

は、安威川ダムにつきましては治水、利

水という両方の多目的ダムとして建設さ

れてるわけですけれども、昨年利水に対

して水道水の余剰部分があるんじゃない

かというような形で当初、日量７万トン

という計画をされておりましたけども、

日量１万トンというふうな縮小にされた

という状況でございます。

　ただ、ダム本体の大きさは変わります

けれど、ダム用地あるいはダムの関係で

移転ですとか周辺整備のメニューについ

ては変更がございませんので、今申し上

げてます１２条負担金の総額負担につい

ては今のところ変更はないであろうとい

うふうに考えております。

○山本靖一委員長　粟屋都市整備部次長。

○粟屋都市整備部次長　それでは、歳入

でございますけども、府負担金の千里丘

三島線道路改良事業負担金４，８２６万

８７５円でございます。これは、都市計

画道路の千里丘三島線の大阪中央環状線

から十三高槻線までの区間でございまし

て、これは大阪府の方で施工いたしてお

りました十三高槻線の味舌工区の完成に

伴いまして平成１５年度より用地買収な

どに着手をいたしております。

　１７年度では用地買収と道路の改良工

事を実施したものでございます。その費

用として大阪府より負担金を受けた内容

でございます。

　ご質問の減額補正でございますけども、

先ほど申しましたように大阪府から負担

金を受ける中では１３年度におきまして

協定書を締結しております、３か年の。

その協定額もございまして、それを執行

していく中での減額措置が生じてまいっ

た。毎年、幾ばくかは減額補正もさせて

いただいておりますけども、今年度が最

終ということで特に工事費、それと用地

及び補償費、それらが主な減額でござい

ます。

　続きまして、土地売却収入でございま

すけども、これは千里丘三島線交差点改

良事業に係るものでございます。旧の総

合福祉会館前の交差点、今で言います香

露園交差点でございますけども、それと
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摂津警察署前の交差点、この改良工事に

つきましては平成１４年度から１６年度

の３か年で実施してまいったわけでござ

いますけども、南千里丘の医誠会病院の

横の用地、これが１件、未買収の状態と

なっておりました。

　１７年度におきましては、この未買収

用地につきまして事業の早期完成を図る

意味からも土地収用の手続を進めながら

交渉してまいったという経緯がございま

す。その任意交渉の中でちょうど三島ま

ちかど広場でございますけども、トヨタ

カローラの横でございます。その横の本

市の所有地と土地交換で合意が得られた

という内容でございます。

　当然、土地交換につきましては等価交

換、鑑定評価額による等価交換でござい

まして、その差額を補足金として収入い

たしたものでございます。

　続きまして、都市計画道路の１７年度

の内容でございますけども、まず本市の

都市計画道路は全体で１７路線ございま

す。それの整備率にいたしまして現在で

６５．１％。一部施工していただいてい

る千里丘ガードの拡幅、また十三高槻線

の事業化されたところと、今、施工中の

箇所もございますけども事業が済んでお

りますのは、ただいま申し上げた６５．

１％でございます。

　そうした中で１７年度におきまして、

まず１つは先ほどの府の負担金の中でご

説明申し上げてます千里丘三島線の大阪

中央環状線から十三高槻線までの区間の

歩道整備等でございますけども、それを

実施しております。

　それともう１点が売払収入でご説明い

たしました用地買収の解決に向けての交

渉、これも行っております。当然、先ほ

ど一部申し上げましたけども大阪府にお

きましては千里丘ガードの拡幅、また十

三高槻線の正雀工区の事業化に向けて取

り組んでいただいております。

　もう一方、私どもの今後の事業化に向

けて、ちょうど千里丘駅前南交差点から

三島幼稚園までの区間の事業に伴います

補助の採択につきまして、これは大阪府

と１７年度において協議を一部してまい

りまして、今現在も継続して協議を行っ

ているところでございます。

○山本靖一委員長　勝公園みどり課参事。

○勝公園みどり課参事　緑化推進の嘱託

員報酬の関係ですが、現在嘱託員２名で

あります。１人、月２０万円の報酬であ

りまして２人ですから４８０万円です。

　それから、緑化推進連絡会の加盟団体

ですが、平成１７年の９月現在では２５

団体、１８年１０月現在では１８団体が

加盟しております。

　個人の参加されている人数ですが、ちょっ

とここに資料がございませんので、また

後ほど報告させていただきたいと思いま

す。

○山本靖一委員長　水田土木下水道部参

事。

○水田土木下水道部参事　自転車駐車場、

それから自動車駐車場の機械化について

でございます。以前もご質問をいただき

ましてご答弁させていただいております。

機械化につきましては、まず自転車駐車

場におきましては千里丘第１駐輪場、第

２駐輪場、それからフォルテ摂津の地下

にございます駐輪場と、それからモノレー

ルの摂津駅、南摂津駅がございます。

　個々に申し上げますと、千里丘第１の

自転車駐車場につきましては、今後増設

も検討しているところでございますので

機械化ができるかどうかと申し上げます

と、それは可能だということは考えてお

ります。ただ、機械化によりますと、今

現在、シルバー人材センターの方で管理
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委託しております関係上、その辺の人件

費等も絡んで高齢者対策ということを含

めた問題が多々出てくるのではないかな

ということが１つ、検討課題かなという

ふうに思っております。

　それから、千里丘第２自転車駐車場、

これはＪＲの線路沿いにございます駐輪

場でございます。これは、現在も設備的

にはコインラックを設置いたしておりま

すので、コイン回収作業が生じておりま

す。これは、できますればＪＲから用地

をお借りしているところでございますけ

れども、フォルテ周辺のラックを設置、

現在しておりましたのである程度成果が

出ております。できれば、そういう機械

式のラックがそこへ設置できればなとい

うことを今後検討していきたいというふ

うに思っております。

　それから、フォルテ摂津の地下の駐輪

場につきましても、専門の業者の方へ問

い合わせてみますところ、機械化につい

ては可能ですよということの回答はいた

だいておりますが、ただ、先ほど申しま

したようにシルバー人材センターの方で

管理委託しております関係上、そういう

こともございますので、今後もう少し詰

めていかなければならないと、できるか

どうかを詰めていきたいなというように

考えております。

　駐輪場につきましては、部分的には可

能かなというふうには考えておりますけ

ども、もう少し研究、検討していきたい

というふうに考えております。

　それから、自動車の駐車場につきまし

ては、フォルテ摂津の自動車につきまし

ては、ああいう形態上、地下に駐車場が

ございます。ですから、防犯上の関係も

ございますので機械化してしまいますと、

やはり２４時間対応というものも考えて

いかなければならない関係上、やはり住

宅が張りついておりますところでござい

ますので、やはりそういう騒音等も含め

ていろいろな障害があろうかなと思って

おります。ただ、将来的には、やはり機

械化というのが本来主流になってきてお

りますので、可能な限り検討もしていく

ということで継続して考えていきたいと

いうふうに考えております。

○山本靖一委員長　野畑土木下水道部参

事。

○野畑土木下水道部参事　１点目の都市

公園管理作業委託の件でございます。そ

れのまず契約率がどうかということでご

ざいます。私どもは管理作業委託を発注

しますのに、一応市内業者全部で６社ほ

どございまして、そのうちから４社を選

んでるわけでございます。

　設計金額に対します大体契約金額の割

合といいますと、大体７０％から一番大

きいので８０％ぐらいであります。主に

剪定関係が大体７１％でございます。そ

れと、薬剤散布で６９％、枯木撤去で７

３％。あと、機械除草関係で約８０％ぐ

らいの契約となっております。

　次に、事務報告書の中で２０９ページ

に載ってあるんですけど、都市公園管理

作業委託の業者４社でございます。それ

ぞれを足しますと３，９０５万７，３２

５円になってまいります。

　内訳でございますけど、北摂緑化が９

６３万７，８５３円、平戸園芸が１，０

５５万７，６４２円、大丸園芸が１，１

２４万９４３円、田中造園土木が７６２

万８８７円でございます。

　次、２点目の特色のある公園というこ

とで、確かに委員ご指摘のとおり、あの

当時につくった公園については、ほぼみ

んな同じような形をつくらせてもらって、

ただ名前につきましては、その公園内に

植わっております樹木、例えばせんだん
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公園でしたら、せんだんの木をメーンに

植えてあります。いちょう公園でしたら

いちょうの木、かえで公園はかえでの木

という形で、そこに植わってる樹木の中

で名前をつけられたという形でございま

して、一番大きな特色のある公園といい

ますと新幹線が置いてある新幹線公園と

かいう形でこういうのは特色あるんです

けれど、その他の公園についてはほぼ皆

さんがそれぞれ使いやすいような形で、

どんな形でも小さい子どもさんから大き

な方まで使えるような形で遊具とかそん

なんも据えてありますので、何かマンネ

リ化してるような感じがありますので、

今後、今ある公園につきましてはすべて

再整備の時期になってまいります。その

ときに、より特色のある公園をつくって

いきたいと思っておりますので、よろし

くお願いします。

　それと、南摂津駅の中で植木が雑多に

植わってるという形の分で、仮称なんで

すけれど東一津屋公園の敷地的に言いま

すと南側にある仮植えした場所のことだ

と思うんですけれど、この場所につきま

しては今現在公園のうちの２分の１を使

用しております。その半分につきまして

は、今現在鳥飼の苗圃として、和道自治

会の方で苗圃として利用されておられま

す。

　私ども、先日、９月議会でもって補正

いただきましたように、それの半分につ

きましては公園整備を行いまして今現在

２分の１で使ってます分を４分の３まで

一応公園として利用していきたいと。そ

のときにちょっと剪定とかそんなんをやっ

ていって、またきれいな形にさせてもら

いたいと思っておりますのでよろしくお

願いします。

○山本靖一委員長　堀道路課参事。

○堀道路課参事　公衆用道路敷寄附申請

測量委託料１９７万９，２５０円の内訳

でございます。これにつきましては、摂

津市浜町１７０２番の１の土地境界確定・

分筆測量委託料で７７万７，０００円で

ございます。

　次に、摂津市千里丘東２丁目２０５番

１、用地確定測量委託料７９万８，００

０円でございます。

　次に、摂津市鳥飼西２丁目４６６番１、

用地測量委託料４０万４，２５０円、こ

の３件で合計１９７万９，２５０円でご

ざいます。

　次に、道路新設改良費の道路新設改良

工事５２５万８，４００円の内訳でござ

います。これは、新設改良事業の雑工事

業と一津屋５号線道路改良事業の合計で

ございまして、雑工事業は工事名が学園

町１７、２２号線道路改良工事で工事費

が２６５万４，４００円でございます。

　工事内容につきましては、車道の舗装

工事が３８５平方メートルでございます。

それと、横断防止柵延長３０．４メート

ルの施工を行っております。

　次に、一津屋５号線道路改良事業でご

ざいますが、工事名が一津屋５号線道路

改良工事で、工事費２６０万４，０００

円でございます。工事内容につきまして

は、集水桝工事が４か所、車止め設置工

事が６か所、側溝蓋設置工事が１２メー

トルでございます。それに表面を砕石路

盤を行っておりまして、この面積が１６

０．６平方メートルでございます。そし

て、取りつけ部を一部舗装しておりまし

て、この舗装面積が１９．５平米でござ

います。この２件を合わせまして道路新

設改良工事５２５万８，４００円の説明

にさせていただきます。

○山本靖一委員長　粟屋都市整備部次長。

○粟屋都市整備部次長　先ほどご説明申

し上げました府負担金の減額の理由の中
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でちょっと漏れがございましたので補足

させていただきます。

　歳出で一応今回用地買収１件に伴いま

す経費といたしまして６８５万円を繰り

越しさせていただいております。その中

で歳入につきましては、先ほど申し上げ

ましたように大阪府との３か年の協定の

最終年度ということで負担金は一回、打

ち切りをいたしまして、減額をいたして

おります。

　ただ、繰り越しました財源につきまし

ては用地の取得が可能となった段階で新

たな協定を締結して大阪府より負担金を

いただく内容というふうになっておりま

す。よろしくお願いいたします。

○山本靖一委員長　野畑土木下水道部参

事。

○野畑土木下水道部参事　先ほど、都市

公園管理作業委託の中で１点抜けており

まして、ジョギングロードの路面清掃の

件でございますけれど、一応、ジョギン

グロードにつきましてはアスファルトの

舗装で行っている箇所と、それから要す

るに芝生、もしくは雑草である分があり

まして、そのうちのアスファルト舗装の

部分でございます。これにつきましては、

雨等でつかった場合とか、そういうよう

な場合等に掃除をしたりしておりますの

で、よろしくお願いします。

○山本靖一委員長　藤井土木下水道部参

事。

○藤井土木下水道部参事　バリアフリー

の残事業という大きな名目のうちの一部

になるわけなんですけれども、道路課の

方といたしましては歩道段差切り下げ及

び誘導ブロックの設置ということを毎年

度やっておりまして、目標と掲げており

ますのは９６８か所ございます。

　１７年度設置いたしましたのは、８か

所でございます。１７年度末時点では６

７８か所、この改修が終わりまして、改

修率では約７０％でございます。残りの

箇所数は、２９０か所となっており、現

予算で推移しますと、先ほど申し上げま

した９６８か所に到達するのはおおむね

３０年程度かかるのではないかと、こう

いうふうに考えております。

○山本靖一委員長　原田委員。

○原田委員　土木費の府負担金でありま

すが、収入済額が４，８２６万８７５円、

決算書での改良工事が３，９９６万９０

０円。決算概況によりますと、４，７２

３万２，６８７円と違うわけです、数字

の差額が８２９万９，９７５円の差があ

るわけですね。これはどういうことになっ

ているのか、ちょっと説明をいただきた

いというふうに思います。先ほど、繰越

明許の額は言われました。これは手続は

やられると。これ、確か６５０万円だっ

たんですね。６８０万円と、今言われま

したけれども６５０万円です。そういう

中でこの部分についての府負担金に係る

事業との整合性をちょっとお尋ねをいた

します。

　都市公園の管理委託でありますが、こ

れはあくまでも入札をされておるわけで

すね。だから、したがいまして７０から

８０％というように具体的に数字を述べ

られなかったんですが、この４業者、先

ほど言われました４業者について設計額

と入札額の応札率は何ぼかと、これは答

弁できると思うんで、これをもう一度お

聞かせいただきたいと思います。

　委託の決算数字、とりあえず委託の総

合計で私、はじいてみますと４，３６０

万５，３００円の数字になってます。さっ

きの３，９０５万７，３２５円を足しま

すと合計８，２６６万２，６２５円にな

ります。そうするとこの決算書の数字と

ちょっと合わないんですね。これは、ど
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うなってるのかなということをもう一遍、

再度お尋ねをいたします。

　緑化推進連絡会のことでございますが、

資料請求いたしまして資料をいただいた

わけでございます。それを見ますと、こ

の全体の運営費が予算額として４１９万

円であります。そのうちの繰越金、ある

いは会費等で約２０３万円ということで

の補助金でありますから半分、予算の２

分の１が補助金として執行されています。

　その内訳を見てまいりますと、市民交

流会、あるいは研修等いろいろ、鉢植え

とか寄せ植えですか、そういったことで

予算が執行されてるわけですけれども、

これは会費相当分といろいろ計算をして

みますと少し会費の部分について問題が

あるんじゃないかというように感じてお

るところでございます。

　もう１つ、小学生のアサガオ、チュー

リップのセットを配られております。８

２０セットでありますが、これで教育委

員会の方はいただいて活用しているとい

うことでありますが、非常に厳しい財政

状況の中で、そして経常収支比率が１０

０を超えて大変な状況になってる中でこ

ういった補助金の使われ方については少

し問題があるんじゃないかというふうに

感じるわけですが、担当の見解を伺いた

いと思います。

　それと公園について、今後、手を加え

ていきたいということでありますが、先

ほど申し上げましたように例えばりんど

うの公園であっても、秋にりんどうがな

いというような状況で、とにかくその名

前にちなんだものをつくっているという

ことでありますが、現実はそうではない

わけです。

　そして、前にもご質問申し上げました

ように四季折々のいわゆる木や花が咲い

て多くの人たちが潤いを持てるような公

園をつくっていかなあかんというように

感じます。そういう意味で特色ある公園

づくりというものをやってほしいと思う

んですが、もう一度ご見解を賜りたいと

思います。

○山本靖一委員長　粟屋都市整備部次長。

○粟屋都市整備部次長　土木費府負担金

でございますけれども、決算概要の１１

３ページをごらん願えますでしょうか。

　まず１点目の繰越額でございますけど

も、６８５万円でございます。それと、

ご指摘の決算概要によります千里丘三島

線道路改良事業の執行額が４，７２３万

２，６８７円。また、本市が受け入れて

おります府負担金が４，８２６万８７５

円、この乖離のお話だと思うんですけど

も、私ども協定の中で結んでおりまして、

まず基本となる費用は手数料、委託料、

工事請負費、土地購入費とか補償費関係

でございます。この決算概要でいいます

と、下から５行目の手数料、その下の境

界杭設置委託料、その下の道路改良工事、

その下の土地購入費の合算額に対して事

務費２．２５％をいただいて、その事務

費の中で印刷製本は執行させていただい

ているという関係でございまして、その

事務費の中でそういうものを執行しても、

まだ余剰金というんですか、それがあっ

たという内容でございます。

　当然、人件費等もかかっておりますの

で、そういう大阪府から事務費をいただ

いたという内容でございますのでよろし

くお願い申し上げます。

○山本靖一委員長　勝公園みどり課参事。

○勝公園みどり課参事　小学生のアサガ

オセット８２０セットが摂津市の緑化推

進連絡会から各新１年生８２０名に対し

て配布をしたということで、これもちょっ

と財政的な今日厳しい状況の中で、もっ

とやり方がないんかというような感じも
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聞こえたんですが、今日まで連絡会の方

ではこの学習教材セットを子どもたちに、

植物の観察を通して緑を大切にするとか、

あるいは学校をきれいにするとか、ある

いは感激とか喜びとか、そこから生まれ

てくる情操教育なんかで必要だというこ

とで緑化推進連絡会は今日まで新１年生

に対してそのセットを配布してきたとこ

ろであります。

　今日、環境問題も叫ばれまして植物と

直接子どもが触れ合うということが非常

に、直接教育からいっても非常に大事な

ことでありますし、恐らく緑化推進連絡

会もそこらを大切にして配布をしてきた

と思います。

　きょう、そういう委員の意見も聞かせ

ていただきまして緑化推進連絡会とよく

協議をしながら精査をしていきたいとい

うように思っております。

　それから、研修とか市民交流会とか、

いろいろ連絡会も受講を高める、あるい

は横の関係をつくっていくということで、

いろんな事業も取り組んでいるわけであ

ります。先ほど構成団体、２８団体と報

告しておりますが、これはあくまで摂津

市の緑化推進連絡会の加盟団体でありま

すし、以外に地域で活動している団体も

たくさんありまして、団体で３８団体か

らプラス、また違った形でありますが４

団体ぐらい追加されて、あと個人という

形で非常に幅広いわけでありますが、昨

年緑化推進連絡会も１７年度の当市の総

会で組織編成を変えてまいりました。規

約改正をして、もっと地域に根差したも

のにしていこうということで新しく出発

をしたわけであります。

　しかし、それらが１つの形にまとまっ

ていこうという、あるいは摂津のまちづ

くりに、花と緑のまちづくりに活性化さ

せていくためには１つのまとまりが必要

になってくるわけでありますが、そうい

う地域のエネルギーをさらに吸い上げて

１つの流れをつくっていくためには、ど

うしても組織も必要になってまいります。

そういう意味で１つの横の関係も含めて

交流会なり、研修会なりも必要になって

くるわけでありますが、ただ事業を行う

ときにこの財政危機、こういう中で使い

方の問題として委員の方から指摘があり

ました。確かに交流会につきましては、

３６万円ほどの支出をいたしております

し、そのうちの９万７，０００円が歳入

で、会費等の歳入でありますが、差し引

きの金額についてはそれぞれ連絡会の方

から負担をしているという格好になりま

す。

　計算してみますと、１人１，５００円

ぐらいの連絡会の負担になってきます。

これは高いか低いかとなれば、対比すれ

ば少し少ないかなというふうに思います

し、委員の方から指摘のありましたこと

について連絡会と調整しながら指導をし

てまいりたいというふうに考えておりま

す。

○山本靖一委員長　野畑土木下水道部参

事。

○野畑土木下水道部参事　先ほど、私と

こは単価契約でもって業者に発注してい

るということで、それぞれの業者ごとに、

例えばこの金額がありますね。載ってお

ります例えば田中造園でしたら７６２万

８８７円は、何ぼかの工事を合わせた分

がこの金額になってるということなんで

す。

　だから、この田中造園で一括で発注し

てるんじゃなくて、それぞれの単価契約

の分が何回かの分を集計した数字をここ

に上げさせてもらってます。そういう形

ですので、先ほど申し上げましたように

それぞれの１本ごとの、要するに１つの
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項目ごとの単価の契約としては約７０か

ら８０ですという形を説明させていただ

いたんです。

　それと、金額的に５万４，５７６円が

合わないという金額があります。この内

容につきましては、実は私とこの公園の

中に３か所ほど集会所がございます。そ

ちらでもって管理委託料をお渡ししてい

ます。これは、市内のそれぞれの集会所

がありますね。要するに総務防災課が出

してる集会所と同じ単価でもって、一応

委託をさせていただいてます。その分が

ここには載ってきてないので、ありませ

んのでこれが金額的に合わないのは、そ

ういうことでございます。

　もう１つ、特徴のある公園の中でりん

どう公園にりんどうがないという話があ

りますけど、一応四季折々の花、木を公

園に植えていくということにつきまして

は、今後検討させていただいてできるだ

け実現したいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。

○山本靖一委員長　設計金額と入札金額

の率についても質問されてました。

　野畑土木下水道部参事。

○野畑土木下水道部参事　今現在、先ほ

ど７０％から９０％と言いましたのは、

あくまでも単価契約のそれぞれの項目、

例えば中木の剪定、高さが何ぼから何ぼ、

要するに幹周りが何ぼから何ぼという形

で、それぞれごとに契約書、要するに設

計書をつくって、それぞれの契約金額を

入れてますので、だからそれを集計した

ものがここに上がってきてるだけであっ

て、発注自体が例えば１つの業者に１回

に発注しているわけではございませんの

で、それぞれの個々の契約額はちょっと

それは出てきません。

○山本靖一委員長　原田委員。

○原田委員　質問内容が理解をしていた

だけてないのかなと今、思うわけです。

というのは、４社にそれぞれ金額が設定

されて、契約をされてると、これはすべ

て入札でされてるというふうに先ほど言

われましたからね。入札はどういう形で

やられてんねんということがあるわけで

ね。それぞれの件数、例えば都市公園を

４ブロックに割って、それぞれ公園を決

めて、広さ、面積、あるいは樹木の数等

が出てくるわけですね。それを入札され

てるというふうに私は理解しておったわ

けです。

　だけど、そういうことじゃないという

ことになれば、ちょっと新たなお考えを

直さないかんというように僕自身思うた

んですね。

　委員長の方で、この数字等についても

う少し明らかにしていただけるように何

か配慮してください。審査できませんよ、

こんなもの。公園のところで一部集会所

の管理費に渡してるということで、そう

であればその数字をきちんと入れといて

もらわなければ、足したら合わない。何

ぼ電卓を置いてやったかわかりませんね

んけど、合わないから質問したわけです。

これももう一度、お願いいたします。幾

らかということをね。

�　土木費府負担金のことですが、それ

じゃあ８２９万９，９７５円がすべて２．

２５％の事務費としてもらってるという

ことですね。間違いないということであ

れば、それで結構です。

　緑化推進連絡会でございますが、教材

費として必要ということであるならば、

これは教育委員会においてきちんと予算

措置をして、子どもの教育のために必要

だということで予算措置をするわけだと

いうふうに思います。

　緑化推進連絡会が、８２０セットを新

１年生にお渡しをする、こういうことだ
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けではぼくはいけないと思うんですね。

例えば小学生にすべて帽子、傘等も渡し

ておった。これも財政が厳しいから、も

うちょっと辛抱してもらおうやないかと

いうことで、これは教育の内容と管理部

分に係るんですけれども、そういうよう

なことでいろいろと辛抱を言っていただ

いてる中で補助金の一部がこういう形で

使われてることには問題があるん違うか

という指摘なんでね。それ、もう一遍見

解だけ賜りたいと思います。

　先ほど会費等の問題で言いましたが、

改めるということでありますし、また相

談をするということであります。おおむ

ね、私どもいろんな会議へ出るわけです

が、例えば研修であればバス代等は会の

負担にして、諸雑費等、食事等について

は自己負担をしていこうやないかという

ような考えで大体、皆取り組んできてい

ただいているというふうに思っているわ

けです。

　この団体だけが、そういう形でちょっ

と問題があるんじゃないかというように

感じますので、これは私の意見としてと

らまえていただいて、またご協議をいた

だければありがたいと思います。

　これだけ、頼みます。

○山本靖一委員長　今、指摘されていま

す入札の様式というのがありますよね。

その入札の中身について、できるだけ明

らかにしていくというのは、これはもう

流れですから、そういうことについて部

長の方で１回答弁をお願いできますか。

山脇土木下水道部長。

○山脇土木下水道部長　今、野畑参事の

方から都市公園管理作業委託のこの内容

の説明不足があったかと思うんですけれ

ども、それぞれ委託業務内容のこの種類

がございます。この種類の単価につきま

しては、市内造園業者から単価見積もり

をいただきます。まず、その前には市の

方で設計単価をはじいておるわけですが、

その率につきましては野畑の方から７０

％から８０％の応札率であったというふ

うに説明したと思います。

　ただ、説明不足で田中造園ほか３社が

７６２万８８７円なり、それは委託金額

がございますが、この金額で入札したわ

けではございません。ということで、そ

れぞれの単価入札の中でこの単価を決め

られて、それぞれの４社にこれだけの数

値を発注していったという内容でござい

ます。

　また、さらに今、委員長の方からも委

員の方からもご意見をいただきましたの

で、これの流れの明確化につきましてちゃ

んと資料を整えてご説明をさせていただ

きたいと、こういうふうに思っておりま

す。

○山本靖一委員長　原田委員。

○原田委員　そうすればですね、いわゆ

るこの４社に決定をした経過がわからな

い。どういう形でこの４社が選ばれてき

たのか。先ほど７社というように、今、

言われたんですけれども、７社の中から

４社に絞られたわけですね。私は、例え

ばそういう、いわゆる設計ができて、そ

して入札にかけられて、そして落札者が

決まっていくと。その中での応札率は何

ぼかというふうな問い合わせ､聞いてる

わけですね。

　すべて、それじゃあいわゆる、あとは

随意契約でやられたような感じになるね。

そうじゃないでしょうか。こういう特定

の業者を、４社を選んで、だれがどうい

う形で選んだのかということになるわけ

ですね。

　だから、何社か、７社なら７社を集め

られて入札をされて、それで落札をした

ということであるならばいいんですけれ
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ども、そうでない場合については業者の

選定のあり方には問題があるんじゃない

かというふうに感じるんですが、いかが

でしょうか。

○山本靖一委員長　野畑土木下水道部参

事。

○野畑土木下水道部参事　先ほどから申

し上げてますように、あくまでもそれぞ

れ１つごとの単価契約の中で、当初一応、

市内業者は全部おりますので、それぞれ

全部金額を出した中で、その中からこの

業者を選んだ中で、４社を選んだ中で一

応ことしについては、この４社でもって

単価契約を交わした中で仕事をしていた

だきましょうという形で決めさせていた

だきますので、それがはっきりいったら

不的確であるというのであれば、私ども

もこれは改善していかなければいけない

と思います。

　ただ、単価契約、すべての業者はかな

りありますので。

○山本靖一委員長　この場で、暫時休憩

いたします。

（午後２時１９分　休憩）

（午後２時２０分　再開）

○山本靖一委員長　再開いたします。

　暫時休憩いたします。

（午後２時２１分　休憩）

（午後３時３０分　再開）

○山本靖一委員長　再開いたします。山

脇土木下水道部長。

○山脇土木下水道部長　都市公園管理作

業委託につきましては、年度当初に８社

に対しまして作業内容について、本市設

計項目内容に基づき見積もりを依頼いた

しております。

　見積もり内容につきましては、事務報

告書に記載されている項目ごとの単価を

求めております。

　その中で一番最低価格を採用し、８社

のうち最低価格を表示した４社と単価契

約を行ったもので、作業の発生した都度

都度に必要量を単価契約に基づき発注し

たものであります。

　事務報告書の記載内容につきましては、

４社それぞれに発注した１年分を集計し

た内容となっております。

　この表現につきましても誤解を招く内

容でもあり、記載方法について検討した

上で変えてまいりたいと考えております。

　それから、公園維持管理事業におきま

す公園管理委託料、決算概要１１５ペー

ジ、決算額８，０６１万７，２０１円の

内訳といたしましては、事務報告書２０

８ページの委託業務の一覧の中から、上

から２つ目、公園等砂場消毒清掃委託料

２１０万円と、２１０ページ、大正川、

安威川ジョギングロード台帳図整備業務

委託８９万２，５００円を除いた額が８，

０６１万７，２０１円となります。

　なお、この公園管理委託料の中に公園

みどり課が管理する管理棟、庄屋、別府、

ふるさとの３か所があります、その管理

棟の委託料として５万４，５７６円が含

まれております。こちらにつきましても

不明確な記載となっていることをおわび

申し上げますとともに、今後、決算書、

事務報告書、決算概要において整合がと

れるような内容とさせていただきます。

不手際の点、深くおわび申し上げます。

○山本靖一委員長　原田委員。

○原田委員　総括的にご答弁をいただき

ました。やはり、業者決定のあり方につ

いては、今、談合問題を初めとして多く

の問題が惹起をいたしております。そう

いう意味において今後改めていくという

ことであります。お願いを申し上げてお

きたいわけですが、見積書を提出をして

いただく予備見積もりでありますね。こ

れに基づいて単価契約を決めていこうと
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いうことでありますが、その方法も採用

されながら、あくまでも業者間で競い合っ

ていただくという、いわゆる公平な形の

業者決定、いわゆる入札制度を活用して

いただいて業者決定のあり方にしていた

だきたいということをお願いをしておき

たいと思います。

　なお、事務報告書、決算概要等に非常

に差異があるということについては、私

ども理解をするのに大変苦労いたします。

そういう意味で整合性がとれるように図っ

ていただくように、これも要望しておき

たいと思います。

　なお、その事務報告書の件でございま

すが、もう少し詳しくできたら、いろん

なところの部分についてやっていただき

たいということもあわせて要望しておき

たいと思います。以上です。

○山本靖一委員長　ほかにありませんか。

木村委員。

○木村委員　総括的にちょっとご意見を

申し上げておきたいと思うんですけれど

も、今、原田委員の質問と重複する部分

があるんですけども、今、全国的にそう

いう業者選定の問題、入札の問題で大き

な社会問題になっておりますし、摂津市

においても今日まで議会の中で環境セン

ターの灰の運搬の問題等、いろいろと随

意契約から一般競争入札に切りかえると

いうような形で取り組みを進めてきて、

できるだけ経費の削減を図っていって、

やっていくという状況の中で、きょうの

この議論を聞いておりますと、今も部長

の方から答弁があったんですけれども８

社が見積もりを出して、その中の最低価

格を入れた４社を選定していって、そこ

でやってるということなんですけれども、

これで果たして競争原理が働いてるのか

なという疑問を持ちます。というのも、

我々が今日まで各地域の、例えば三島公

園とか、正雀の都市公園の剪定とか、あ

るいはまた新八防の街路樹の剪定の問題、

いろいろとお願いをしたときに、いろい

ろ聞きますと、やはり地域地域で業者が

縄張りではないんですけども、この地域

はどの造園業者がやるということは決まっ

ておるようですし、そういう中で果たし

てどういう競争原理が働くのかなという

気がします。そういう点では、やっぱり

正当な競争原理が働いて、市の経費が削

減される、そういう入札方法にこれから

向けていくべきだと思いますし、今のこ

の一連の関連資料の整合がきっちりとれ

て、議会にも市民にも説明ができる入札

方法に改めてもらいますように強く要請

をして私の意見としておきたいと思いま

す。

○山本靖一委員長　ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　今、副委員長の方か

らも、それから原田委員の方からも指摘

がありました。委員会として、こういう

入札問題については業者に対して毅然と

した対応ができるような、そういう制度

に体制問題も含めて改善をしていただく

ように、そのことを強く求めておきたい

と思います。

　以上で質疑を終わります。

　本日は、この程度で散会をしたいと思

います。

（午後３時３６分　散会）
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委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

建設常任委員長� 山 本 靖 一

建設常任委員 � 木 村 勝 彦
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